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（開催報告・記録）
●日時：２００７年１１月２４日（土） １３：３０～１７：００
●場所：桃山学院高等学校 アンデレ館６階６０１教室
●主催：大阪府立大学
文部科学省：現代的教育ニーズ取組支援プログラム「地域学よる地
域活性化と高度人材養成」
●協力：桃山学院大学・桃山学院高等学校
昨年の１１月２４日に、桃山学院高等学校を会場に、堺・南大阪地域学シンポ
ジウム「世界市民の光と影」が開催された。ご協力いただいた府立大学なら
びに桃山学院高校の関係者の皆様方にお礼申し上げる。ついては開催趣意書、
およびシンポジウムの全文を、この場を借りて以下に掲載することにしたい。
◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
「国際化」という言葉に代わって、最近では「グローバリズム（地球化）」
という言葉を、よく耳にします。「グローバリズム」の考え方の下では、「国
境」を越え、「民族」を越え、「文化」や「宗教」、「言語」や「性別」の違い
を乗り越えて、人・物・金・情報の、自由な行き来が求められています。
一方で世の中の動きは、それとまったく逆の方向にも向かっています。あ
らたに「隔ての壁」を作って行く方向です。「隔ての壁」の中に閉じこもり、
＜堺・南大阪地域学シンポジウム＞
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自分たちの文化伝統に独自性を見出し、それにひたすらこだわり、執着して
いく動きです。「地域」について考えようとするとき、あらたに「隔ての壁」
を作っていくこうした動きと、どうしても結びつけて考えられてしまいます。
「地域」に根ざしつつ、と同時にグローバルな世界へと開かれていくためには、
では、どうしたらよいのでしょうか。
前回（２００６年１１月１１日開催：於桃山学院大学）のシンポジウムでは、私た
ちは、「ホスピタリティ」という言葉を通して、「世界市民」について考える
機会を持ちました。人々の自由な行き来を妨げる、「隔ての壁」を乗り越えて
いくための方策を、異質な他者、理解しえぬ他者を、それでも歓び迎える、
いわゆる「ホスピタリティ」の精神に見出そうと試みたのです。その試みを
引き受け、さらに深めていくため、今回はあらたに、「地域」の独自性と「グ
ローバル」な普遍性との結び付けの可能性を、模索したいと考えました。
以上のような趣意書に基づき、深澤徹桃山学院大学社会学部教授によるシ
ンポジウム開催にあたっての趣旨説明がなされた後、次のように、基調講演、
公開シンポジウムが行われました。
基調講演 「未来を担う若者たち 途上国支援の理念と実践」
宮本 俊（みやもと たかし）氏 財団法人CIWEST理事長・中部圏高度情
報システム協同組合代表理事
フィリピンのスラムから、世界を、そして日本を見る、それが宮本さんの
基本的な立場でした。長らくフィリピンでの教育支援（人材育成）活動に従
事してきて、その救いがたいまでの社会的貧困に直面し、それをどう解決す
るのか、そのためには何が必要なのか、その「未来」をともに考えようと呼
びかけました。ますます深刻化する地球環境問題、巨大石油資本への偏った
資金の流れ、その利権をめぐって引き起こされる、中近東地域を中心とした
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様々な紛争、その中心に位置するアメリカや、巨大人口を抱える中国の存在
というように、話は多岐にわたりました。そうした中にあって、足元を見た
とき、日本の経済は、破綻寸前の危機的状況にあることが示されました。
後半のお話は、そうした困難な状況の中で、これからの時代を生きていか
なければならない「若者」への、呼びかけでした。若者を取り巻く「ニート」
や「フリーター」、「引きこもり」の問題を指摘し、積極的に自分の「外部」、
日本の「外部」へと目を向け、異質な「他者」との関わりを保ち続けること
の大切さが示されました。そして最後に、日本経済を実質的に支えている中
小企業の技術力の高さに触れ、そこに「未来」への可能性を見て、お話を終
えられました。
公開シンポジウム
世界市民の光と影 ―地域への根ざしと、グローバリゼーション―
シンポジスト 八星 淳子氏（桃山学院高等学校国際コース第１期生・
慶応義塾大学総合政策学部４年）
井原 淑雅氏（愛知県藤ノ花女子高校教諭・NGO団体
A.S.I.A.NIPPON代表）
宮本 孝二氏（桃山学院大学社会学部教授・社会学原
論担当）
藤森かよ子氏（桃山学院大学文学部教授・アメリカ文
学担当）
コーディネーター 伊藤 高章氏（桃山学院大学国際センター長・社会学
部教授）
八星氏は、高校生や大学生として第三世界を訪れ、そこでの人々との交わ
りを通して学んだことを報告された。井原氏は、高校教員として生徒たちと
ともに途上国支援の活動に従事した体験を紹介された。藤森氏は、資産も人
脈もない不利な条件の中でパンピー（一般ピープル）が生き抜くための、意
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気込みを語られた。宮本氏は、「市民」概念の歴史的・社会的形成過程をわか
りやすく解説し、「未来を担う若者たち」への生きる指針を提示されました。
そのあと、基調講演者の宮本俊氏を交え、フォロアーも参加して、コーディ
ネーターの伊藤氏の巧みな導きのもと、活発な意見交換がなされました。
シンポジウム終了後、乾善彦大阪府立大学人間科学部教授より閉会の挨拶
があり、公開講演会は無事終了しました。
●参加人数 ９０名
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講演およびシンポジウム記録
○深澤（総合司会） 時間になりましたので、では始めさせていただきたい
と思います。私は総合司会を務めさせていただきます、桃山学院大学社会学
部の深澤といいます。よろしくお願いします。
本日は、連休中の、みなさんが遊びたいこの時間に、この場に来ていただ
いて、どうもありがとうございました。シンポジウムを開催するに先駆けて、
このシンポジウムの趣旨というか意図を、私のほうから簡単にご説明させて
いただきます。以下二つのことをお話しさせていただきたいと思います。
第１点は、この公開シンポジウムの主催者は大阪府立大学さんであります。
大阪府立大学の「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」の一環として、こ
のシンポジウムが開催される経緯を、以下にご説明させていただきます。
第２点は、それに対して、桃山学院大学はどういうかたちで協力していく
のか、それについてご説明させていただきたいと思います。
まず第１点ですが、これはポスター等でご存じかと思いますが、大阪府立
大学の主催によるシンポジウムでございます。どういう経緯でこういうこと
がおこなわれるかといいますと、大阪府立大学が文部科学省のいわゆる「現
代教育ニーズ取組支援プログラム」、通称現代GPというのですが、それに応募
されまして採択されました。４年間のプログラムです。
タイトルは長いので、ちょっとたいへんなのですが、「地域学による地域活
性化と高度人材養成」という、かっこいいタイトルが付いています。副題は、
「大学コンソーシアムを活用した地域連携による「堺・南大阪地域学」の確立
と、その成果に基づく地域貢献のための高度人材養成プログラム」という、
こういう副題が付いておりまして、これで４年間、要するに、地域と大学を
密接にリンクさせながら、さまざまな活動を展開していこうということで、
文部科学省から予算をいただきました。
平成１７年度から始まりまして、４年間のプログラムなのですが、今年は３
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年目にあたります。大阪府立大学では、学内に「堺・南大阪地域学」という
独自カリキュラムを組みまして、これを２０単位ぐらい受講しますと、副専攻
というかたちで認められる。それぞれの学部・学科を卒業すると、例えば経
済学部を出ると、経済学士になるのですが、と同時に副専攻として、南大阪
地域について詳しい、あるいはそれに対して一家言持っている、そういう能
力を有した学生であるということの資格認定、こういうかたちで副専攻課程
を立ち上げられておられます。そういうかたちで、地域貢献へ向けての活動
を積極的に展開されております。
大阪府立大学は、このプログラムへの協力を、広く周辺の大学に求められ
ました。「南大阪地域大学コンソーシアム」という、大和川以南の大学の連合
組織があります。各大学が協力し合って、今後の人材を共同で養成していこ
うという、プログラムというか組織ですが、ちなみにこれは、山を越えた和
歌山大学も参加しているという面白い組織なのですが、そのなかで特に、桃
山学院大学と羽衣国際大学が協力校として、この大阪府立大学のプログラム
に参画しております。ですから、このシンポジウムはそういう経緯で、ここ
に開催されるということをご理解いただきたい。
次に桃山学院大学では、大阪府立大学のこのプログラムに、具体的にどう
いうかたちで参画していくのかということなのですが、桃山学院大学の事業
をこれからお話しさせていただきます。
桃山学院大学は、ご存じのように和泉キャンパスに全面移転し、もう十数
年に達しました。それを機に、新たな地域での地域連携、あるいは地域貢献
というものを、大学の理念として重視していこうということでやっておりま
す。実際に、すでにさまざまな活動がおこなわれています。各種ボランティ
ア活動、あるいはフィールドワーク、あるいはインターンシップ、あるいは
教育現場への学生派遣など、さまざまなかたちで活動を展開しているのです
が、これをいわば「学内研修」というかたちで単位化しております。
大阪府立大学のように副専攻にまで持っていくほど過激ではなくて、ある
意味では牛歩の歩みなのですが、そういうかたちで単位化をしております。
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そういったさまざまな地域連携、あるいは地域貢献という、こういう営み、
あるいは活動、それをバックグラウンドで支える一つの理念として、「世界の
市民」ということを考えたいということであります。
だから、フィールドワークをするにしても、ボランティアをするにしても、
常に「世界の市民」を意識し、あるいはそれを明確化する、これが重要であ
るということで、桃山学院大学では「世界市民」という科目を設けまして、
わずか２単位なのですが、これを全学部全学科の学生の必修にしております。
普通はこういうものを必修化するというのは、なかなか珍しいのですが、そ
んなかたちで必修化しております。
それから、もう一つ重要なのは、全学部の教員もこの「世界市民」の科目
を担当するということであります。もちろん一度に全員が担当するわけでは
なく、一人の教員に４年に１回ぐらいのローテーションで回ってくるのです。
そうすると、ご存じのように、先生方はみなさん専門領域を持っています。
例えば、私は平安時代の古典文学が専門なんですね。「おまえ、世界市民を持
て」と言われるわけです。そのとき、困るわけです。私の専門領域と世界市
民、全然関係ないじゃない。どうやってそれを関係づけていったらいいのか
なということで苦慮する。四苦八苦するのです。実は、これが重要なのです。
桃山学院大学で飯を食っている。そこで教育に従事している。その人間が、
例えば教育理念である「世界の市民」について、一家言持たなければ教員の
資格はない。だからこそ、そういうかたちで、科目担当を義務付ける。その
なかで、自分にとって「世界の市民」とは何なのかということを、教員の側
もまた考える。学生の側も考える。そういう場として「世界市民」という科
目が設定されました。
でも、「世界の市民」とはいったい何なのか。よくわからない。わからない
ですね。建学の精神でうたわれているのですが、あまりにも抽象度が高くて、
具体性がない。だから、人によっていろんな考え方ができるのです。私はこ
ういうふうに「世界の市民」をとらえる。いや、僕はこういうふうにとらえ
る。いや、俺はこういうふうにとらえる。みな、ばらばらです。
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でも、それが重要なのです。「世界の市民」とは、これこれだ、という唯一
絶対の定義付けがもしなされたら、それ以外の考え方は全部排除されてしま
う。これは逆にまずいです。だから、「世界市民」の科目は、毎年十数コマ開
設されますが、先生方の講義内容はそれぞればらばらです。それぞれ自分の
テリトリーに引き込みながら、自分なりの「世界の市民」についての見解、
あるいはイメージを学生に問いかけ、学生との対話のなかで一緒に考えてい
こうという、そういう科目が「世界市民」であります。
ある意味で、正解がない。唯一絶対これが「世界の市民」だというものが
ない。みんなでそれを考えていこうという、こういう科目が「世界市民」と
して設定されていることをご理解いただきたいと思います。
そこで重要なのはどういうことかといいますと、そういうかたちでそれぞ
れの「世界の市民」に対するイメージ、あるいは展開を互いに付き合わせ、
いわゆるコミュニケーションしていくことです。「私はこう考える」、「いや、
私はこう考える」、「いやいや、僕はこう」、「いや、それは違う」というかた
ちで、議論することが重要なのです。
ところが、実際いま現在、大学の先生は、はたから見ると暇そうに見えま
すが、実はものすごく忙しい。ものすごく忙しくて、「世界市民」を担当して
いる先生方が、自分がどういうかたちで半年間、「世界市民」を持ったか、あ
るいはそこで、どういう学生の反応や感想があったのかということを情報交
換する場がない。そうすると、ほんとうにてんでんばらばらのままで終わっ
てしまうのです。だから、そういうものを相互にコミュニケーションさせて
いく場が、どうしても必要なのです。
幸いなことに、今回、桃山学院高校の温井先生のご協力で、高校を会場に
シンポジウムを開催する運びとなりました。ですから、大学で行われている
「世界市民」の講義のそれぞれのイメージというものを、互いにコミュニケー
ションさせていく、そういう貴重な場として、この場を位置付けることが重
要かと思います。
正解はわからない。しかし高大連携して、みんなで考え、そのなかでより
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よいものを選択していく、それが重要ではないかということで、こういうか
たちでテーマを設定し、こういうかたちでのシンポジウムを組んだわけです。
昨年は大学キャンパスで、「世界市民とホスピタリティー」というタイトル
でシンポジウムを組みました。副題が「隔ての壁を取り払うために」という
ことでありました。中山恭子さんという方を、ご存知でしょうか。いま現在、
参議院議員になられましたが、その当時は、北朝鮮の拉致問題担当官で、内
閣補佐官でいらっしゃいました。この方にわざわざ来ていただいて、司会の
私はたいへん緊張したのですが、非常にものやわらかな、おっとりとした、
非常に素晴らしい女性でした。その方にまず基調講演をいただいて、その下
でシンポジウムを組みました。
今回あらたにまた、今日のようなタイトルで組みました。これからシンポ
ジウムが始まるわけですが、いわゆる「世界の市民」というと、われわれは
一つ誤解をしてしまいがちです。例えば、国際共通語の英語ができる、これ
が世界の市民だ。あるいは、インターネットを自在に駆使できる、これが世
界の市民だ。あるいは、軽いフットワークの乗りで国境を自由に飛び越える、
これが世界の市民だ。あるいは、文化の違いを乗り越えて誰とでもコミュニ
ケーションできる、これが世界の市民だと考えてしまったり…。
でも、いま私が申しあげた言葉を全部集約して、一つの言葉に置き換える
ことができます。それは何か。「貨幣」、お金です。すべてはお金に該当する
のです。お金は世界共通語です。お金はインターネットを自在に飛び回りま
す。お金は国境を自由に突き抜けます。さらには、文化を越え、お金を媒介
として誰とでもコミュニケーションできる。
こういったかたちで、いわば市場原理主義ともいうべき考え方によって、
「世界の市民」が横取りされてしまう。横領されてしまう。そういう傾向に対
する、ある危機感を私は持っております。
そういった危機感、それは私（深澤）の危機感なのですが、これからいろ
んなお話をいただく先生方、あるいはパネラーは、それぞれまた別のイメー
ジを持っておられるかと思います。それらを今日は付き合わせるなかで、「世
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界の市民」とは何なのだろうかということを、みなさんと一緒に考えていき
たいと思います。
ちょっと長くなりましたが、私の話はこのくらいにして、さっそく講演の
ほうに入らせていただきたいと思います。最初は、宮本俊さんに、タイトル
にあるようなかたちで、基調講演をいただきたい。
講師の宮本さんに関して、簡単にご紹介させていただきます。ご出身は、
中部圏の名古屋の近く、豊橋市であります。今日はわざわざ豊橋からいらし
ていただきました。ご出身の大学は愛知大学で、経済学部をご卒業です。た
だ、ほとんど大学で授業を受けなかったというふうにおっしゃっています。
日本けんぽう部、けんぽう部というのは法律の「憲法」ではなくて、スポー
ツのほうの拳法です。その拳法部に所属して、スポーツに、あるいはクラブ
活動に熱心な学生生活を送られたとか。
その後、２６歳のときに自営業を始められまして、やがて１０年前から「中部
圏高度情報システム協同組合」という一つの組織を立ち上げ、これはあとで
具体的にお話があるかもしれませんが、中小企業というのは現在、非常にト
ーンダウンしています。そういった中小企業を活性化させていくための方策
をあれこれ考える、そういうさまざまな活動をされておられるそうです。
それから、その活動に関連して、１８年前にフィリピンのほうに行かれた。
世界中を飛び回っておられるのですが、たまたまフィリピンのほうへ行かれ
まして、あるショックを受けて、それ以後、フィリピンの貧困層対策の福祉
活動にずっと従事されてこられた方です。
簡単ですが、本日の講師の方のプロフィールをこんなかたちでご紹介させ
ていただきました。では、さっそく宮本さん、よろしくお願いします。拍手
で。
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ただいまご紹介にあずかりました、中部圏高度情報システム協同組合の理
事長みたいなことをやっている宮本と申します。みなさんが日ごろいろいろ
教えていただいている先生方と、少し毛色が違った人間かとも思いますので、
そのあたりの違いから出てくる、少々過激になるかもしれない言葉遣いとか、
態度だとか、前もって少しご容赦いただきたいなと思います。ただ、私のよ
うなまったく浅学の身をこういう場にお招きいただきまして、桃山学院の先
生方、みなさま方に深く感謝を申しあげます。
まず、今日はどんな方がご聴講いただけるかということで、非常に悩みま
した。温井先生というのはたいへん大ざっぱな方でございまして、「いやあ、
学生も来るよ」とか、「いや、大学の先生もお見えじゃないか」とか。いろん
な大学の先生、教える側の立場の方にお話しする場合と、教えられる側の人
たちに話をするのでは、だいぶん言葉遣いにもお話しさせていただく内容に
もずれがあろうと。しかし、それ以上の情報はまったく与えていただいてい
ない。非常に薄情な方で、来る前に非常に悩みました。
悩んだあげく、非常に難しいものを間違ったらまずいかなと思いまして、
こんなものをレジュメにまとめています。こんなものはくそ食らえですが。
ありがたいことに、高校生のみなさんを中心にして、今日はお集まりいただ
きましたので、私の話をさせていただく主たる対象を、みなさん、高校生の
方ということで、あえてさせていただきたいなと。
中には私よりも人生経験のおありの方や、またそれぞれ専門部門を掘り下
＜堺・南大阪地域学シンポジウム＞
基調講演
「未来を担う若者たち 途上国支援の理念と実践」
宮 本 俊
財団法人CIWEST理事長・中部圏高度情報システム協同組合代表理事
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げておられる方もお見えかと思います。ぜひその方々にはご容赦いただきた
いと、かように思っております。
まず、いただきました命題、「未来を担う若者たち」、副題といたしまして
「途上国支援の理念と実践」ということでございますが、ほんとうにこの言葉
から考えてみましょう。未来ってどこの未来なんでしょうかね。みなさん、
どこでしょう。日本。桃山学院。世界。どこでしょうか。まず、それもこれ
も全部ひっからげたうえで、未来と、まず大ざっぱにとらえていくところか
ら始めたいと思います。
昨今、非常にかしましくメディアなどに取り上げられている問題が、いく
つかに類型化できるかと思います。まず、一番耳にされるのは、何なのか。
環境破壊。地球温暖化。よく聞きますね。地球温暖化。温暖化なのかな。記
録的に早い時期に青森のほうでは豪雪があったわけです。これはアメリカで
も同じ現象が起きています。非常に早い時期に雪が降るという。温暖化だっ
たら雪なんか降らないという、こういうふうになるのですが、実際に雪が降
っているわけです。
みなさんの中には、ご記憶の方があるかもしれません。ある程度、私ぐら
いのお歳の方がお見えになれば、ご記憶があるかもしれません。昔、NHK
エンタープライズでやりました、『地球紀行』でしたか。そんなのがあって、
１９８８年のデータです。これは日本の学者がアメリカでスーパーコンピュータ
ーを使って、将来のシミュレーション、未来のシミュレーションをやったの
があるのです。１９８８年ですから、おおむね２０年前なのです。
いま、あらためてそれを見てみますと、２０年前に私たちの生存を脅かす警
鐘が、すでに鳴らされていたということに気がつきます。これは温暖化とい
っても、一気にどこでも平均的に温度が上がってしまうのではないのです。
ある部分で非常に乾燥が進む。逆にある部分では、たいへんな豪雨がある。
一方で乾燥化が進むと思えば、そういうたいへん湿潤な地域も増えている。
ただ、総体としてはドライ基調。山なんかをよく考えてみると、わかると思
うのです。
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先ほど実は、食堂でご飯を食べさせていただきながら、少し触れたような
部分なのですが、産業なんかがはき出す、われわれも呼吸しながらはき出し
ているのですが、二酸化炭素を世界で一番どこが吸収しているか。水。海水
ですね。でも私たちがすぐ考えるのは、アマゾンかなということになると思
うんですね。アマゾンなんかも、年間１００万ヘクタールぐらい森林が減ってい
る。１００万ヘクタールぐらい森林がどんどん減っている。
では、アマゾンだけの問題かというと、そうではないですね。オーストラ
リアは大干ばつです。どこが干ばつしている地域かというと、これは実は食
料の供給基地なのです。要するに、いろんなわれわれが食べるものの、大輸
出国なのですが、これからも輸出し続けることができるかなというぐらい、
悩んでいる。同じような現象が、実は中国の奥地の農業地域にもある。
こういう世界的に、実は生存しにくくなっているのは、私たち動物だけで
はなく、植物でさえなかなか育ちにくくなっている。動物がどんどん死んで
しまいます。はなはだしい例は、先ほどちょっとここのポスター、桃山学院
さんで何かイベントであったのかな、ポスターをちょっと拝見したロシア、
ちょっと目につきました。
ロシアなんかも、私はソ連邦解体直後に何回か入ったのですが、当時とい
まを比較しますと、凍土が溶けてものすごく減っている。永久凍土ってご存
じですか。要は氷ですわ。全然溶けない、夏でも溶けない氷。この上に、実
は薄い層の土がある。その上に植物が生育しています。要するに、氷が溶け
たら、そこの地面がドオ～ンと寸断する。だからいま、面白いことに、シベ
リアでは、マンモスの化石がばんばん出てくる。
ロシアでも実は、世界的な傾向に漏れずに、人々の間でたいへん貧富の格
差が広がっている。格差が広がっているところへ持ってきて、温暖化がかか
わっている。どうするかというと、そのマンモスの骨を拾ってきまして、い
ま象牙が取れませんから、象牙の代わりに日本へ輸出してくるんです。印鑑
になるから。あなたがたもきっと印鑑をつくるときが来る。そういうとき、
象牙といったら、だいたいマンモスの骨です。
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こういう面にも、やはり環境問題があらわれている。しかし、環境問題と
いったら、環境問題だけで、環境問題だけが一人歩きしてきたのかといった
ら、決してそうではなく、では違うものを、違う切り口でどういうふうに関
係しているかというと、まずは経済です。
世界的に、世界経済が直面しているものというのは何なのか。例えば、よ
く耳にする、オイル、要するに油のお金が、約倍ぐらいに高くなっているの
です。いま１バレルが９８円ぐらい。これは数年前と対比しますと、やはり倍
になっています。このお金、世界中で値段が上がっている。どうもお金のと
ころにいくのですが、ある部分はメジャーと呼ばれるアメリカだとか、オラ
ンダだとか、そういうところのシェルとか、いろんなものがありますが、あ
あいうところの大企業が取っていく。
あとのお金はどこへいくか。世界中から膨大なお金が集まるのです。その
お金が中東へ流れる。例えば、バーレーン。バーレーンというのは開発がす
ごいのです。紅海のなかに道をばあんと通して、枝をこう、見たことないで
すかね？ こんなような絵。見たことないですか。こういうふうに、こうい
う絵です。これはヤシの木をイメージしている。
これは何かというと、ヨットハーバー。ここにビルが建つ。家とかね。見
たことないですか。ここに至る道路とか住居をつくるんです。砂漠の何もな
いところに、お金で家が建ちます。「そういうお金というのはどこから集まる
のですか」と聞きますと、なかにはたいへんお金持ちもいるのかもしれない
し、今年になってからそれを大々的に売り出した。
ともあれ、われわれが、どうさからっても、１リットル１５０円ぐらい、それ
ぐらいで支払っていかないと油が手に入らない。「理不尽だ」って言ったって、
手に入らない。相当高い税金を日本国に払って、あとのお金は、全部いま申
しあげた場所が持っています。このお金をドオ～ンと管理していく。管理し
て、戻ってきます。戻ってきてどうなるかというと、日本の会社を買収しよ
うとしている。
アメリカでもそうでしょう。アメリカの大きな会社が、どんどん中東資本
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に買収される。日本もあとを追う。世界的に、大きな象徴として、こういう
オイルがかかわると、大きな経済ショックがある。
あと、何か兆候がありますか。戦争、これも全部リンクしています。戦争
と呼ぶか呼ばないかだけのことです。産油国以外の中東では、今度はお金の
代わりに血が流れている。中東からもう少し拡大解釈しましょうか。ではア
フガニスタンはどうですか。次はパキスタン。戦略的に、アメリカはパキス
タンを失ってしまうと、どうもまずかろう。防波堤がなくなる。いまの韓国
みたいなものです。
そうすると、そこが核を保有するようになる。いつどこに向かって発射さ
れるかわからないのに、こういうところで必死になってくる。これはどこの
判断基準で、そういう戦争状態になってしまったのか。これも一つのトレン
ドです。現在、最初に申しあげた環境と密接不可分。
これは何でこうなるんですか。誰かがこうなきゃいけない、こういうふう
にしてくださいと大きい要求をきっと持っているんでしょうね。置き換える
と、何かグローバルスタンダードとかいうのは聞いたことないですか？ ほ
んとうにグローバルだという、しかし本当の意味でのグローバルじゃないで
す。いんちきアメリカンスタンダード！
その国はその国独自の歴史があり、文化があり、伝統があり、独自に人が
住んでいる。そんな自然のうえにしか成り立たないのが、先ほど、総合司会
の方がおっしゃられたように、経済至上主義、拝金主義といいましょうか、
もっとえげつない言葉があったら、ぜひ使いたい。これが世界中を席巻して
います。
ヨーロッパ人というのは、たいしたものなのです。日本はどういう勘定の
仕方をしているかわからない。紀元が２千６百何十年なのか、西暦で勘定し
たほうがいいのか。ヨーロッパは古い文化だから、非常に多様化が進み、多
様性を大事にしながら緩く連合してきた。また、ユーロという通貨を考えて
ね。外では、いろんなことが起きるのです。しかしヨーロッパの中では、な
かなか起きないようになってきた。難しいよね。
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日本も実はたしかそういうアジアの文化圏、大きな緩い文化圏をつくろう。
アジア通貨をつくろうという動きがあった。だいぶ前のことですが、橋本さ
んという内閣が、いま死んでしまったのですが。しかしこのときには、アメ
リカが不安感を抱いてやめさせようとしたので、出来なかった。世界中に実
は、そういうアメリカンスタンダードという大きな流れを受けた、逆の反作
用的な動きがあった。
では、世界的なものはわかった。耳にすることもありましょう。しかし次、
わが国はどうなんですか。わが国でどんなことが起こっているのですか。わ
が国の未来を考えましょう。あなたがた、いま何年生。
○生徒Ａ 高校１年
○宮本 １年。あと２年ちょっとしたら大学へ行かなきゃいけないね、たぶ
ん。たぶん大学に行くものね。ここは、大学生の人がいるかもしれない。大
学でも４年したら社会人です。順当にいって２２歳。何年でも、そのときに否
が応でも社会人。否が応でもというのが問題なのですが。食わなきゃいけな
い。仕事しなきゃいけない。何で仕事しなきゃいけないのか。仕事しなくて
も食えるんだったら、仕事なんてしないほうがいい。そのぶんは、あとで述
べさせていただくとして。
実際にわが国、去年、いまどういう状況にあるのですか。みなさんご存じ
なんですか。いやあ、どうもこのごろ殺人事件が多いね。いっぱいあります
ね。何かあるとすぐ人殺しになってしまう。昔はあれほどひどくはなかった
ような気がします。さっきと同じように少しずつ概略を見てみましょうか。
日本の経済はどうなっている。これは先進国といってはいけない。Ｇ７と
よく聞きますね。経済的にある程度、力のある世界中の国の七つが集まって、
いろんなことを決めているのだけれども、Ｇ７のメンバーだけではなく、あ
る程度の経済スケールを持った国のなかで、日本は最悪なんです、最悪。
いま借金がどれぐらいあるか知っていますか。全部合わせると１千兆円ぐ
らいある。１千兆円、想像できますか？ では、日本のいま１年間のあなた
方のお父さん、お母さんや企業やいろんな人たちが納めている税金の総額が
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どのくらいか知っていますか。いま、４８兆円から多いときで５２兆円ぐらい。
単純に割ってください、１千兆円をぱっと。これが、あなたがたの借金で
す。借金なのです。俺はした覚えはない。でもしようがないでしょう。借金
をつくったやつがいる。いいですか。未来を担保にして手形で買い込んだ。
そのお金が１千兆円です。
だから、いま日本中でどこでも借金を持っている。これは、特に家庭を持
っている人は痛感している。あれも上がる、これも上がる。ひどいところに
なると、２日ぐらい給食を出さないような学校も出てきてしまった。実際に
可処分、要するに、使えるお金、可処分のお金は、どんどん減る。これは始
まったばかり。来年はもっとひどい。再来年はもっとひどい。
例えば、覚えておいてください。あなたがつくったのではない。私も含め
て前の世代の人がつくった。それを止めるだけのセンスも能力も何もなかっ
た。だから、ぜひこれは覚えておいてください。
ほかのもので何かあるか。例えば、社会的な部分で大きく取り上げられて
いるものは何ですか。どうとらえる。このタイトルを借りましょう。「未来を
担う若者の在り方」というのを。いま寝ている人もいる。だいじょうぶです
よ。僕も昔、寝ていたから、学生時代。寝ていただけでない。弁当を食って
いたこともある。全然だいじょうぶ。
では、若者についての一般的評価はどうなのですか。何か理不尽なことは
言われていません。どうでしょう。どう思います。どう？ 何か自分たちの
評価に対して思い当たることある。思い出して。
○生徒Ｂ 満足している。
○宮本 いまで満足している。甘いな。どう、そこの人。自分に対してどん
な評価があるか。いま悩んでいる。どんな評価があるのかな。このややこし
くなってしまった未来を担うべき若者に対する評価、誰がしているか、別に
しましょう、あとにしましょう。どんなものがあるか。
じゃあ、ちょっと聞いてみよう。どんなことを言われている？ いいよ、
気楽に。授業でないのだから。こんなことをやったことがあるでもいいよ。
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ないですか。
論評にしてもたくさんあるよ。例えば、フリーター。これはよく聞く。フ
リーター。言っておくけど、フリーターになったらだめよ。なっちゃだめだ。
あなた自身のためになっちゃだめだよ。しかし、現在３００万人から４００万人ぐ
らいいる。これは変動するからはっきり言えないけど、それぐらい。
もうちょっとひどい。仕事だけならいい。仕事を求めようともしない、社
会とのかかわりに直面しない。家のなかで、ぶらぶらしているんだ、ピコピ
コ、ゲームしたりして。それをニートというかな。それがどれぐらいいるか
というと、約４０万人ぐらい。これも変動するから確たる数字を出せない。だ
から、３０万人だとか、５０万人だとか、そんな無用の議論をする気はない。た
いていこれぐらいいると思っていて間違いない。これもなっちゃだめよ。あ
なたのために。
そういうフリーターやニートに対して、どういう罵詈雑言が浴びせられて
いるか。「なっちゃだめよ」と怒鳴るというのは、あれは違う。そうすると何
なのか。耐久力がない。自己中。理念・理想がない。バランス感覚が欠如し
ている。これに近い言葉は聞いたことがあるだろう。
次の問題、これは誰が言っているのか。先生、親、誰？ 反発心は持たな
いか。「あんたに言われたくねえよ」って、思うでしょう。僕があなたがたの
ころ、思ったね。「あんたなんかに言われたくはねえよ」と。
だからこれは、あの人はこう、この人はこうというよりも、「層」として、
別の言葉で言うと「世代」として、これを旧世代と言おう。では、私を含め
て、この旧世代が何をしてきたの。どんな未来をあなたがたに受け継がせよ
うとしてきたのか。いま言った借金国家。環境破壊で、生存の危機と叫ばれ
る環境の危機、それが流れだ。残念だけど、待っているのはそれしかない。
それをつくったのは、私も含めて旧世代。嫌だね。自分で借りた覚えもな
いのに、あなた方は一人８００万円ぐらい借りているんだよ。それを返さないと
いけない。税金に立て替えて、所得税とか消費税で返さないと。来年ぐらい
消費税が１０パーセントになるよ。嫌だよね。小遣いが１０パーセント目減りす
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るのと同じだ。
いろんな、いままで過去１０年ぐらいのスパンで考えてみると、いろんな節
目節目というのがある。例えば通貨危機というのもあったのです。細かくは
知らなくていい。そんなのがあった。旧世代は、それをしのいでいく力もセ
ンスもなかったのね。
私はここで、ぜひあなた方にわかってもらいたい。甘い未来ではない。そ
んななかで生きていかなくちゃいけないんだよということ。もう少し、題を
少し下の副題みたいなところにいこうか。主題のところも、ちょっとかかわ
らせるかもしれない。
例を取ったほうが早いかな。CIWESTという財団、ファウンデーション
（Foundation）が出てくるわけです。これは私がつくったファウンデーション、
これはウエルフェアー（Welfare）がメーンになっている。福祉活動、弱者救
済で何とかしよう。
危ない中で、身体を守っていくんだよ。いろんな危ない目にも遭いながら。
何人もいろんな高校や大学や、いろんな人たちが守ってくれた、そこにいる、
あのへんの現地の人たちを、行って、ぱっと見る。あほな世界で生きていた
なら、こんなに違ったんだと。
簡単な話ではないか！ 百聞は一見にしかずという。一見のところは、そ
れはそうじゃない。行け、行きな。行動してみろ。そうしたらわかるから。
ああ、こんなものが待っていた。これが現実だ。いままではどこも見えてい
なかった。コンクリートしか見えていない。でもそこには何がある？ 行っ
てみておいで。ということをやってみよう。
国境のなかは見えるから。もっと言うよ。日本っていう、大きな国じゃな
い。桃山学院って小さなこのコンクリートのなかにいるから、意見統一をし
ているから、みんな恥ずかしい思いをするんだ。国境をまたいでそこで生き
てみろ。生きていけるか、しゃべれるか、行動できるか、一歩踏み出せるか、
兵器も借りられない、戦車も。アメリカだろうと、カリブだ、インドだ、ど
こでもかまわない。やってみろ。
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言いたいのは行動すること。狭い世界の中で自己満足するなよ。一歩出ろ。
口説の徒は信用するな。おまえ自身が何をやっているんだ、一所懸命になっ
て。いいですか。それを常に自分のほうに向ける。
このなかでたぶん３０人、わかってくれる。もし聞いて、あんなことを聞い
たなという人が、１０年ぐらいしたらきっとわかる。その人たちが力になる。
周辺を見てみよう。ばかな大人は山ほどいる。信じられない大人も山ほど
いる。国というものがあって、国全体を守らない。国全体の利益、これに反
することをやってきたんだ。機密を売る自衛官とか。厚生労働省の役人、何
やっているんだ、あいつら。泥棒じゃないか。何でいまだに公金横領が出て
こない。綱引き。そういう綱引きをやっている、ばか政治家とか、何を信じ
ろと言うんだ。
だから、外に向っておまえができていないじゃないかと言ったって、まっ
たく生産的ではない。生産力は中にある。それは小さい社会の自己満足から
は生まれないということ。出ていきなさい。もし出ていきたくて、部屋の先
はフィリピンならばウエルカムなんだ。思い切り危険なことや汚いことや経
験をさせてあげます。いつでも訪ねてください。
最後に、ちょっとまとめさせていただきます。もし、学究畑に進んだり、
大学の先生になったり、政治家になったり、行政に勤めたりしても、社会的
に、らしくない人になったらだめだよ。たとえば、らしくない政治家には。
ポリティシャン（politician）だよね。何でポリティシャンかというと、ポリ
シーがあるからポリティシャンだろう。ポリシーのないポリティシャンは、
いっぱいいます。
たくさん知っている。自民党でも４０、５０人はよく知っている。だいたい１１
人ぐらい日常的に付き合っている。キャビネットを含めてですね。むちゃく
ちゃがあります。国会議員。民主党にもいます。
格好ばかりつけて、悪いことをしたら牢屋へ入れなきゃなんて、厚生労働
省の大臣が言っていたが、まだ一人も入っていない。こんな人の言葉をどう
して信じる？
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国境の外に行ったって、役に立つようになって、自分のアイデンティティ
ーをしっかり持ってほしい、というふうに思うのです。
リクエストが一つだけある。それは何か。どんなポジションがあってもい
い。どんなポジションを選んでも、どんな職を選んでもいい。でも、人智は、
諸悪の根源たる資本主義以上のものは考えていない。考え出していないです。
もし経済学部へ行く人がいたら、経済学にとどまってはだめです。社会学
も一緒。あらゆるものを勉強してもらったうえで、経済の仕組みを、ほんと
うの意味でのグローバルシェアの仕組みを、この経済学の論理で、そんなも
のを考え出してちょうだい。役に立つシステム、経済の仕組をつくれるシス
テムとしての経済学って、今のところまだないんだね。経世済民という、そ
の語を縮めて経済と言っているのにね。
ほっといたらどうなるか。ほんのわずかが勝ち組に、圧倒的多数は負け組
になる。勝てますか。勝ち組になりたいですか。ヒルズ族になれると思う人、
誰も手を挙げない。なれないね。なれなかったら、みんなあれだ。負け組だ。
「負けたら、おまえ、しようがない。努力が足りなかった」という乱暴な理
屈がある。違う。努力しても報われない世の中になる。覚えておいてくれて
いい。そうならなかったら、あのとき、遠方から来た講師が嘘を言いやがっ
てと思ってくれていい。なる。なるべくしてなる。いつごろ。最短でみます
よ。２０１１年の後半までに…。
このときには、日本経済がド～ンと底を打つ。８０パーセントの確率でそう
です。いいですか、そうならない確率は２割しかない。この水準から少しづ
つ持ち上げていくには。だって、つくった借金、１千兆円。一人あたま１千
万円の借金をしました。月収で、マキシマムで見て５２万円しか月収のない人
が、１千万円の借金をしました。ほんとうですよ。どうやって返すのか。返
しようがないです。
かつて、アメリカがくしゃみをすると日本が風邪をひいた。たしかにそう、
株の連動の場合などを見てもそう。ところがこのあいだ、中国の株が１回落
ちました。とたんに世界的な株安にワッとなった。その中国への経済的な依
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存度、日本の経済的依存度というのは、いまアメリカよりも中国のほうが高
いのです。だから、中国が風邪をひいても、日本は今度は重病になる。
その中国の経済も、ものすごいバブルの状態。これは、南は広東から、北
側の瀋陽まで、もううんざりするぐらいバリアフリーやっている。いろんな
経済人にも会った。共産党の幹部にも会っている。がんがんやる。何であん
なに、きみらは反日なのと聞いてみる。ほんとうの反日感情は何なのかと。
答えられない。
かつて、黙ってチケットを買いますと、がらんがらんなのに、飛行機の一
番後ろの一番狭い一番嫌な席をくれましたよ。日本人とわかったとき。戦争
が起こっただけに、根深いところもある。ともあれ、そういう根深い反日感
情を抱いている中国への依存度が、その状態なのです。
では、中国がおかしくなってもアメリカが何とかなったら？ とんでもな
い。中国を経由してあらゆる日本製品がアメリカに行っている。中国を経由
してヨーロッパ、アジアのほかの国へ行く。
一つ、それを例に取ります。日本の中小企業というのは、日本の企業総数
のなかの９８パーセントを占めている。日本は９８パーセント、中小企業が占め
ている。そのなかの６０パーセントがクライアント労使です。例えばトヨタが
あって、その下に矢崎があって、一次下請け。そのあと、二次下請けで、ア
シモ、ロボットを知っていますね、アシモという。あんなものをつくってい
る。
こういう生産体系のなかに、がちっと組み込まれているのが、おおむね日
本の企業総数の６０パーセントなのです。あなた方が将来就職する先も、そう
いう可能性が高い。そういう企業である可能性が高い。そういう日本の中小
企業がいま付加価値として、おおむね７０パーセントを、たたき出しているの
です。付加価値、例えば、この机の付加価値、７０パーセントは中小企業がつ
くっている。これを製品として売り出しているメーカーも、陰に隠れてよく
わからない。でも実際はそう。
しかしそのなかで非常に有名な会社があります。よくテレビで痛くない注
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射をどんどん発明した人、岡野社長、これは東京。つい先週も会った人がも
う一人います。松浦さん。この人は、世界一小さい歯車をつくっている。世
界一小さな、顕微鏡でないと歯車とわからないような歯車をつくっています。
社長に言わせると、そんなものはパフォーマンスだと笑っているのです。で
も彼がつくるのです。主たる製品はマザーマシン、要するに、機械を作り出
すマザーマシンのメーカーをやっています。
いま、トヨタを例に挙げました。ここのなかで、ほとんど１００パーセント担
っている。トヨタだけかというと、そうではないのです。びっくりしました。
世界中の車工業のなかの、そのある特殊な部分をつくるものは１００パーセント、
世界中の１００パーセントは、この中小企業の松浦というおやじのつくっている
機械が占めているのです。すごい。
もともと中小企業のおやじなのかというと、ほんとうは違う。たしかに技
術屋なのかというと、そうではない。ほんとうは評論家なのです。ものすご
い勉強している。世界中に生産拠点を持っています。ベトナムだとか、タイ
だとか。世界的な経済を持っていっただけではない、社会的ないろんな傾向
をよく理解したうえで、彼が毎週朝日新聞のコラムに書いている。“き” とい
う。この「木」じゃない。『樹』という樹を書いている。それは樹研工業とい
う、彼の会社の名前の頭を取っている。樹という字を書くのです。このコラ
ムをまた機会があったら見てください。
このコラムには、企業の社会的使命というのを、ついこのあいだの文章で
書いてありました。これは覚えておいてください。中小だから私の取り組む
使命はないと、ただ技術的なものが利益の原資だと多くの企業が走ってしま
った。そのあげく、さっき言った、大きな生存の危機を、われわれにもたら
した。環境破壊であったり、経済的な風土と連動したりすると、松浦のおや
じさんは言っているのです。
まとめてみましょう。これからは、自分の可能性をつぶすのは自分でしか
ない。あなた方は無限の可能性がある。そういうことを言う人はいっぱいい
る。でも、ここからはあまり言ってくれない。自分でしかない、自分をつぶ
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すのは。お父さんもお母さんも先生も、「おまえ、つぶれる。ここで止まれ」
と言わない。「伸びろ、もっと伸びろ」と言うにもかかわらず伸びない。だか
ら、どうしたら伸びるか、知ることからはじめよう。
それから、常に人に聞く。広く解釈する。遠くを見る。縦・横・高さの立
体で。ここにあなた方の未来の可能性があると思っている。これは言葉だけ
ではない。心底思っている。だから、豊橋くんだりから、今日ここへ来た。
あなた方に会いに。ほんとう。
これが具体的に、いまほんとうに基調講演になったかどうかわからない。
私のつたない説明で伝わらないか、気になります。機会があれば、また来て
説明させていただくことがあると思う。
これをさらに具体的に、どんなかたちで自分が学び取っていったか、自分
の事例も含めて、私もできれば討論に参加して、みんなと一緒に、もう一度
あらためて考えてみたいと思います。
遠くから来て、この時間で十分に伝わらなかったのではと、悔いが残って
います。でも一人でも、少しでもわかってくれた人がいたら、とても幸せで
す。ありがとうございました。
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公開シンポジウム
○伊藤（コーディネーター） 後半のコーディネーターをさせていただきま
す、伊藤です。先ほど宮本俊さんのお話のなかで、フットワーク軽く海外を
飛び回っているのは、決して国際人ではないと。それだけでは国際人ではな
いと言われましたので、国際センター長をやっているから「世界市民」なの
ではないわけで、ほんとうにどうあらねばいけないのかというのを、こちら
にいらっしゃる５人の方々たちのご協力を得て、みんなで考え、理解してい
きたいと思います。
いま宮本俊と言いましたが、宮本さんが二人いらっしゃるので、宮本俊さ
んと宮本孝二さんと言い分けなくてはいけないのですけれども、宮本俊さん
から、たいへん刺激的なお話を平易な言葉でいただきましたけれども、いま
お話しいただいたことが、これからの議論の基礎になって、基盤になって、
その上にきっといろいろな建物がこれから建っていくんだろうなと思います。
ただし、宮本俊さんは、わりと高校生の方たちにわかりやすいようにお話
しくださいましたけれども、ここでちょっとギアチェンジをして、ここにい
らっしゃる方たちは、本気でちゃんとフルにお話をしていただきたいと思い
ます。
そういう意味で、もし高校生の方で難しかったら、どんどん質問してくだ
さい。ほんとうに優れた実践の方、研究の方というのは、自分がお話しにな
っていることを平易な言葉でちゃんと言える方たちです。ここにいらっしゃ
る方たちはみんなそれができると思いますから、あの言葉がわからなかった、
この議論がわからなかったということがあったら、あとの質問の時間なりで、
ぜひ積極的に聞いてみてください。平易な言葉で言い直してくれるはずです。
いまここに５人の方がいらっしゃいます。宮本俊さんは、先ほどお話をく
ださいましたけれども、それ以外の４人の方に、まず自分が誰で、自分がや
っていらっしゃるお仕事や研究と、今日のテーマがどのようにかかわってい
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るのかということを、ひとことずつ込めて自己紹介をしていただいて、それ
からシンポジウムに入りたいと思います。
それでは、八星さんからお願いします。
○八星 みなさん、こんにちは。こちらの桃山学院高等学校を２００４年に卒業
いたしまして、いまは慶応義塾大学総合政策学部４年生として勉強をしてお
ります、八星淳子と申します。
学校では、アジアのことや途上国について勉強していますけれども、私は
高校生のころから、スクール バイ スクール（School By School）プロジェ
クトという、途上国に学校を建てる活動をしてきています。今日は、そのこ
とについてお話しできたらと思っております。このような先生方のなかに交
じって、非常に恐縮なのですけれども、私なりにお話しできることをして、
みなさんと有意義な時間を過ごしたいと思っております。よろしくお願いい
たします。
○井原 こんにちは。私は高校の教員をしています。愛知県の豊橋市で、藤
ノ花女子高校という女子校の教員です。女の子の前で話すのは仕事ですから
慣れてはいるのですが、今日は男子の学生さんがいるので少し緊張します。
うちの学校は、１０５年の歴史を持つ学校でして、当初から女子校ということ
でやっています。昨今の男女共学という流れのなかで、現在も、また今後も
女子校であり続けるというポリシーを持ってやっています。
私自身は国語の教員です。クラブは、ここにお見えの岡田先生、温井先生
と同じように、日本拳法部の顧問をしております。ですから、桃山学院高校
の生徒さんも、試合でよくお会いしますが、今日はそういうことで呼ばれた
わけではありません。私はフィリピン教育活動という活動を行っています。
その活動は、実際に子どもたちをフィリピンの現場へ連れて行き、そこで学
習をしてくるという活動でして、１９９９年から続けています。本日はそういっ
た経験の中から何かお話しできたらと思います。また、私自身も何か勉強が
できたらと思い、参加させてもらいました。よろしくお願いします。
○藤森 こんにちは。遅いんだね、反応が。こんにちは。まだ、反応が遅い
桃山学院大学人間科学 No. 35
－３８８－
けどね。
私は桃山学院大学の文学部の教授で、藤森と申します。来年度から国際教
養部が新設されまして、そこの教員になります。宣伝させていただきます。
私は大学教員になりたかったから、一番なりやすい科目は何かと思って英
文科を選んだのです。英文科というのは、英語はどこでも教えますので、ば
かでも一番なりやすいのです。だから、ばかでも大学教員になるために英文
科を選んで入って、もともと英文学には全然興味がなかったものですから、
いまはアメリカ文学の専攻ではあるのですが、ほとんどあまり関係ないこと
ばかり教えています。幸せです。
私自身の専門は、アメリカ文学のなかでもほとんど日本では知られていな
い、ロシア系、ユダヤ系の女性作家のアイン・ランドという人です。この人
は毀誉褒貶（きよほうへん）が激しくて、グローバリズムの推進者、ユダヤ
金融資本の手先のように言われているかと思えば、アメリカのポピュリズム
の基本的なリバタリアニズムの創始者と考えられていて、極端に二つに評価
が分かれる女性作家なのです。そういったうさんくさい作家を研究しており
ます。たいへん幸せです。
○宮本孝二 社会学部の宮本です。藤森先生のホームページをぜひインター
ネットでご覧ください。めちゃくちゃ面白いですから。
世界市民という授業科目をつくるとき、私も立ち上げのメンバーでしたの
で、先ほど総合司会の深澤先生がおっしゃったように、当初から世界市民と
いう授業を、けっこう力を入れてやっております。そういうかたちで、少し
はお役に立つのではないかということで、お話しさせていただきます。どう
ぞよろしくお願いいたします。
○伊藤 ありがとうございました。今日のこれからの予定ですけれども、い
ま自己紹介いただきました４人の方々に１５分程度、このテーマについてご自
分が思っていることをお話しいただきます。それが終わってから、宮本俊さ
んにちょっとコメントをいただきます。そのあと、何が起こるかお楽しみに。
お互いにやりとりをしたり、フロアの方からご意見をいただいたりして、こ
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の「世界市民の光と影」というテーマを巡って、できるだけいろいろなこと
を話して、こいつの正体をしっかりとつかんでやろうという時間にできれば
いいなと思っています。よろしいでしょうか。一応５時を目標にしていきま
す。それで終われるように頑張りましょう。
それでは、八星さん、よろしいでしょうか。１５分ほどお願いします。
○八星（キーワード「学び」「アジア」「学生」）あらためまして、こんにちは。
八星淳子と申します。
みなさん、こちらにおられる高校生の方は、School By Schoolプロジェクト
についてご存じの方もいらっしゃると思います。これは私が高校１年生のと
きに、ちょうど温井先生が担任だったのですけれども、このときに始めた活
動になります。
この活動が何かと言いますと、初めは途上国に「学校」を創る活動という
ことで始まりました。School By Schoolプロジェクトという、その名前のとお
り、「学校」による「学校」建設というのが、私たちの活動内容になります。
なぜ、この活動を始めたのかというきっかけは、いくつかあるのですけれ
ども、そのうちの一つが、カナダで１２歳のクレイグ・キールバーガー君とい
う少年が、貧困や児童労働から子どもたちを解放しようという活動を始め、
それが世界的に広がっているという話を聞きました。そのような歳にして、
いろいろな活動を広げている。当時、高校１年生といえば、何歳かちょっと
忘れてしまったのですけれども、１５歳、１６歳だったと思いますが、１２歳の彼
がやっているなら、１５歳の私たちでもできるかなと。何という言い方なんだ
ろうという感じですけれども、そういったことでクラスで始めた活動になり
ます。
もう一つ、きっかけがありまして、後押しになった話なのですけれども、
『もしも世界が１００人の村だったら』という本をご存じですか。このなかで、
大学に通うことができるのは何人というのがありましたよね。
○藤森 一人。
○八星 そう、一人ですね。そして、コンピューターを持つのも一人です。
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私は高校１年生のころに、今ここにいる高校生の皆さんもそうだと思いま
す、大学進学をもちろん考えていました。というか、大学進学以外の方向の
道は、私の頭のなかにはありませんでした。じゃあ、きっと大学に進むなら
ば、私は１００人の村のなかの一人なんだなと思ったのです。１００人の村のなか
に、文字が読めない人はたくさんいます。所得の低い方、貧困生活と言うと
言葉は悪いかもしれないですけれども、そういう方もたくさんいます。が、
この１００人の村を変えるのは、まあ、私かなと。すごい言い方ですね、すみま
せん。高校のころの私なりの、ちょっとした無鉄砲さです。
皆さんも私と同じような１００人の村のなかの一人ではないでしょうか。もち
ろんその１００人の村で私たちが長けているというわけではありません。だけれ
ども、大学進学が可能で、ある程度の活動をできる富や余裕を持った人とい
う、皆さんもそんな一人だと思います。私もそうでした。その一人の私が活
動しよう、１２歳のクレイグくんのように活動できるはずだということで始め
たのが、このプロジェクトになります。
そしてこれは、「学生」の私たちだからこそ、「学ぶ」ことをしている私た
ちだからこそ、「学ぶ」ことができないとか、「学ぶ」ことが難しい子どもた
ちに「学ぶ」楽しさを教えたいということで始めた活動になります。
この活動には、いま三つの目的があります。一つが、もちろん、現地の人
のためになっているか。現地の人の発展の手助けをし、サポートをするとい
うこと。
二つ目が、自分達自身の成長です。メンバーの成長。「かわいそうだからそ
ういうことをやっているの？ 途上国に住む人たち、貧しい人たち、かわい
そうだから活動しているの？」とよく聞かれます。私は特にそうではなく、
自分達自身の成長のため、メンバーの成長のために活動を続けてきました。
自分自身がこの活動から多くのことを経験し、学んできました。
三つ目は、ここにいるみなさまのような、活動に参加していないメンバー
の成長。この桃山学院の生徒のみんなにも、この状況を説明し、もっと広げ
ていって、学ぶことの大切さを知ってほしい。
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そういう三つの目的のもとで活動を続けてきまして、先ほど基調講演をし
ていただきました、宮本さんのCIWESTの協力もあって、無事、１２月１１日に、
現地にデイケアセンターが建つことになりました。私たちは「学ぶ」ことを
支えたいということで、デイケアセンター、保育所になるのですけれども、
を建設したのです。
なぜ「学ぶ」場所だったのと聞かれたことがあります。ちょうど私が高校
３年生のころでした。その年入ってきた１年生に、School By Schoolプロジェ
クトの活動を説明しているときに聞かれたのです。「なぜお金をあげるんじゃ
ないんですか。そのほうがよっぽど楽でしょう。お金をあげて、その人たち
が使えばいい」と言われたのですね。
でも、私はそれは違うと思ったのです。「学ぶ」ことによって考える。考え
ることによって、じゃあ、自分たちが次にどのように行動したらいいのかと
いうことを考えてほしい。そういった手助けになるようにと思って、学校建
設を進めてきました。
そのようなことを考えていたのですけれども、やはり「学ぶ」こと、考え
ることが大切なんだなと、お金の援助ではないのだなと感じたエピソードが
一つあります。
大学の友だちと４人でカンボジアとベトナムに行ったのです。ベトナムか
らカンボジアの国境を渡るときに、国境警備の方が３人、大きな男の方が、
私たちの荷物を勝手に持って行ってしまったのです。ベトナムの国境からカ
ンボジアの国境まで、彼らは運んでくれたのです、いい言い方をすると。で
も、そのあとに、彼らは、ほんとうに１００メートルほどだったんですね、荷物
を運んだのが。彼らが何を要求してきたかというと、一人５ドルのチップを
払えと。
５ドルがカンボジアでどれくらいの価値かわかりますか。かなり大きな額
です。すみません、具体的な喩えができなくて。たしか、私がベトナムから
カンボジアに入った長距離バスでも６ドルでした。１０時間ぐらい乗りました。
なぜたった１分もかからないあいだ荷物を運んだだけで、なぜ一人５ドルも
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払わなければいけないんだと思ったのです。
でも、しばらく駄々をこねていたら、その３人の方に「おまえたちは、リ
ッチな日本人だろう。プアーなカンボジア人にお金を５ドルぐらいくれたっ
ていいだろう」というようなことを言われたのです。いや、それは違うだろ
うと。５ドルのお金をあげたら、彼らは次に使うだけです。また、観光客か
らお金をせびるでしょう。そして、そういったことが繰り返されていくと思
うのです。結局、お金をあげるだけでは何も変わらないということを感じま
した。教育はその場だけでなく、人々の基礎となり、形を変えて、発展へと
導いてゆくモノなのではないかと思います。
みなさん、世界のなかの自分というのを考えたことはありますか。私はミ
ャンマーに行ったことがあるのですけれども、ミャンマーは軍事政権で、自
由な発言はできません。例えば３人ぐらいで少しでも政治の話なんかをする
と、それは反政治的な集会が行われていると捉えられ、捕まってしまうそう
なのです。私もミャンマーの「学生」とは何度か、政治の話やミャンマーの
軍事政権について、ミャンマーの状況について、話を聞いたのですけれども、
彼らはすごくびくびくした状態で、「これ以上言うと逮捕されてしまうから」
と言われました。
ミャンマーから帰るときに、その人たちに言われたのが、「私たちは自由じ
ゃない。水の中にすむ魚なんだよ。水のなかじゃないと生きていけないし、
すごく制約されている。でも、あなたは空を自由に飛ぶこともできる鳥でし
ょう。あなたたちは、私たちができないことをできるんだ。日本人であるあ
なたたちがうらやましい。でも、私は鳥にはなれないから、あなたは自由に
空を飛んで、できることをやってほしい」。そして、すごく大きな話なのです
けれども、「そして、世界を少しでも変えてほしい」というメッセージをもら
いました。
あともう一つ、世界のなかの自分を感じたことなのですけれども、私はカ
ナダに１年間留学しているのです。その際、留学を終えたときにホストファ
ミリーに言われました。「来てくれてありがとう。あなたは私の家族を変えて
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くれた」。何なんだろうと思ったのです。私が家族を変えた覚えはないし、な
ぜいまさら改めてお礼を言うのかなと思ったのですけれども、そのありがと
うの裏には意味がありました。
私のホストマザーはオランダの系統の方でした。おじいさん、おばあさん
のことをオランダ語でオパ、オマと呼ぶのですけれども、オパ、オマの家族
は、昔、日本の強制収容所に入れられていたそうなのです。だから、日本に
対してすごく怒りを覚えていた。日本はすごく悪い国だと思っていた。それ
をずっと抱えたまま、いままで生きてきたと言われました。
でも、日本人である私をホストチャイルドとして受け入れて、家族の一員
として受け入れて、ああ、日本は悪い国じゃないんだと感じたと言われたの
です。そんなこと、私は知ったことありませんでした。戦争とか、強制収容
所とか、正直、歴史の教科書のなかの話だと思っていたのです。でも、外に
いると、日本人である私は、日本や世界の歴史にかかわりある日本人として
見られているんだということをすごく感じました。
私は教会に通っていたのですけれども、最後の礼拝の日に言っていただい
たのが、日本のこと、アジアのことをニュースやテレビで見るたびに、私た
ちは淳子のことを思い出すだろうと言われました。結局、カナダの人たちか
ら、その留学先の人たちは、もちろん私を八星淳子という一人の人間として
見ていただけでなく、それ以前に、一人の日本人として、一人のアジア人と
して見られていたのだなと感じました。みなさんも海外に行くと、そういう
目で見られているかもしれません。
ミャンマーの子に言われたとおり、私は日本人として、アジア人としてで
きることをして、少しでも変えていきたいとか、影響を与えることができた
らと思って活動してきました。活動を終えて、まだ終えてはいないのですけ
れども、７年かけてできたのは「学校」が一校、ああ、私がやってきたこと
はとても小さなことだなとも思うのですけれども、集落に住む人たちの教育
の手助けになる。それは世界のほんとうに一部の、ほんの一部の人たち。す
ごく小さなことだとも思ったのです。
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ですけれども、その小さな積み重ねが、結局世界に大きな影響を与えるこ
とができるのだなと、世界市民という話があるのですけれども、その一員と
して、こういった活動をまた続けていきたいと思いますし、みなさんにも、
この先、もし興味があれば、スクール バイ スクール プロジェクトなど
にかかわって、ともに活動していきたいと思います。もちろん、違う方向で
もいいと思います。
最後に、宮本さんに言われたことなのですけれども、「加工されたマンゴー
が届くのを待つのではなく、木になっているマンゴーを自ら採りに行け。自
分で活動しろ」と言われました。みなさんも、そのように活動していってほ
しいなと思います。
「学ぶ」ことが幸せではない時期もあると思うのです。受験勉強、何のため
にやっているんだとか。でも、「学ぶ」ことのできるみなさんは大きな可能性
を持っていると思います。「学ぶ」ことによって、たくさんのことを経験した
りして、それを今後のいろいろな活動に生かしていってほしいと思います。
私が言えることはほんとうにこれぐらいなのですけれども、みなさん、学
びながら、そしてそれを生かして活動して、世界に出たときには、日本人だ
ったり、アジア人だったり、世界の一員だということを意識して活動してい
くことが大切なのではないかと思います。
以上で終わります。
○伊藤 八星さん、どうもありがとうございました。では、続いて井原さん
にお願いします。
○井原（キーワード「学校」「社会」「関係性」）まず、私のフィリピンでの活
動について、いままでの経緯をお話しさせてもらいます。
約１１年前、１９９６年だったと思います。ちょうど今ぐらいの時期に、宮本さ
んが私のところへ来られました。大学のクラブの先輩ということで、非常に
怖い存在でして、先輩に言われたことはすべて「はい」と言うしかない状況
の中で話を聞かされました。話の内容は、ボランティア活動を始められたと
いうことで、現在いろいろな豊橋市内の「学校」を回っている。そこで、お
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まえのところでもちょっとやらないかという内容でした。
当時の私は、福祉だとか、ボランティアとか、まったく興味がないもので
すから、突然ボランティアをやれと言われても、ボランティアとは何かとい
うことすらわからない状況でした。そこで、取りあえず募金活動とか、文房
具を集めることからやってほしいというお話でした。
実際に募金活動といっても、例えば私の「学校」ですと、赤い羽根の共同
募金だとか、緑の羽根だとかの募金活動をしています。みなさんも街頭で募
金に協力してくれませんかといわれた経験があると思います。ところで、そ
の集めたお金がほんとうに当事者に渡っているのかだとか、どういうかたち
でそれが使われているのかなということを考えたことがありますか。実際私
自身も興味がなかったせいか、そんなことを考えたことはなかったのですが、
そういった街頭募金に参加している子どもたちに聞いてもわからないという
ことでした。たぶんこんなことに使われているんじゃないのというだけで、
実際に確かめようとしないのが、一般的な人たちだと思います。そういうこ
とがありまして、ボランティアとか募金活動にはクエスチョンマークを抱い
ていたのです。
それからだいたい１年ぐらい過ぎてから、豊橋市の隣の豊川市にある豊川
高校の生徒さんが、宮本さんのスタディーツアーに参加していることを聞き
ました。豊川高校では文房具などを収集して、生徒さんと先生が実際にフィ
リピンに持って行くということでした。それなら私もそのツアーに参加して
みたいと思い、ついて行くことにしました。
そこで現地に行って目にしたのは、税関から荷物を取り出そうとしたとき
に、荷物が出ないのです。いろいろな関係省庁に出向いていって、どうなっ
ているのかという話をするのですが、一向に埒が明きませんでした。われわ
れが行くということで、現地のスタッフも事前に何度も足を運びながら、こ
の日に備えて準備をしていてくれたのですが、だめなのです。結局、我々の
滞在期間に、半分ぐらいの荷物が税関を通過して出てきました。残りの半分
は結局分からずにどこかへ行ってしまいました。その荷物を持って、今度は
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現地の「学校」で子どもたちに配ったのですが、また半分ぐらいなくなって
いました。「何だ、これは」ということですよね。でも、日本にいるわれわれ
は、そんなことは見えていないのが現状です。ただ単にああ、いいことをし
たなと思っているのですが、実際は手渡されていない。これは現地へ自分が
行って始めて知ったことでした。
そこで、それをほんとうに手渡すには、どうしたらいいだろうかというこ
とをまず考えました。そこで考えたことは、うちの「学校」で文房具を集め
て、それを実際に自分たちの手で運んで、自分たちで渡そうということです。
現地へ持っていける数は、コンテナで運ぶ数と比べると比較にならないほど
少しですが、そうすることが大事ではないかなと思い、子どもたちに呼びか
けをしました。その呼びかけに対して何人かの有志が集まり、活動を開始し
たのです。
最初は文化祭を利用して文房具を集めたいと全校生徒に呼びかけました。
文化祭前日、また当日に、机のなかやいろいろなところに眠っているノート、
鉛筆、消しゴムを収集しました。それから、収集した文房具を自分たちで箱
に詰めて、冬休みに現地へ持って行ったのです。
現地ではCIWESTのスタッフが、事前にデイケアの子どもたちの人数を調
べてくれてました。我々は現地でCIWESTのスタッフと合流し、翌日の活動
の準備として、我々が持っていた鉛筆、ノートと、現地で用意した文房具や
お菓子を一緒に詰めるという作業を一晩かかって行いました。実際にそうい
う準備をして、更に現地の行政や住民たちと話をしていく中で当日のスケジ
ュールを立て、初めて渡すことができるのです。そんなことは日本にいただ
けではまったく見えてきません。そして、現地では子どもたちが、「日本から
持ってきてくれた、ありがとう」と言って、感激して受け取ってくれました。
それを実際に肌で感じてきた子どもたちは、今度は日本に帰り、「学校」に戻
ってきて、学年の集会などで、報告するわけです。そうすると今度は日本に
いる子どもたちが、活動の実態を身近で感じることができ、だんだんと真剣
になってきました。最初のうち、２００１年ぐらいまでは、文化祭に収集を行い、
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有志数名が冬休みに現地に持って行くという程度でした。
だんだんそういうことをやっていくうちに、参加する子どもたちが個々に
いろいろなテーマを持つようになってきました。例えば、フィリピンへ行っ
て医療の現場を見て、看護師になりたいけど、なぜこんなに日本と違うのだ
ろうかとか。幼稚園の先生になりたいんだけど、日本と違うね、設備やシス
テムが違うね。なぜこんな違いがあるのだろうとか、といったことです。
そして、その子たちが日本に帰ってきた時に、今度は私たちはフィリピン
へ行って何をしてきたのだろうかと考えるようになりました。そして、自分
たちのしてきたことは単に鉛筆を集めて、あげてきたのではなく、フィリピ
ンへ行って、自分たちが勉強させてもらっていたのだと思うようになりまし
た。
例えば、英語の勉強を学校でします。フィリピンへ行くと、当然ホームス
テイをさせます。私なんかは英語の教員ではないですから、英語なんかわか
りませんからろくな話もできないので、一緒にホームステイしながら、たい
がい夜になると現地の人たちと酒を飲んで、どんちゃん騒ぎをしています。
生徒を連れて行って、とんでもない話ですよね。
そうすると生徒たちは、先生なんか頼っても何にもならないわと思うよう
です。私たちは一所懸命自分たちの足で立たなくっちゃならないと思うよう
です。そうすると一所懸命辞書を引いて、「学校」に入ってからこんなに勉強
したことがなかったというぐらい英語の勉強をするようです。それでもすぐ
に話せるわけではないですから、コミュニケーションが取れなければ絵を描
いたり、ジェスチャーしたりしながら、一所懸命自分の意志を伝えようとし
ます。そんな経験を通して、英語の勉強をしないといけないなと気付いて帰
ってくるわけです。
そんなことで、最初はフィリピンの教育支援という言葉を使っていたので
すけれども、これは支援ではないと思い、フィリピン教育活動と名前を変え
ました。日本人のためにフィリピンという教室をお借りして、日本人のため
の活動、教育活動をしていこうという動きになってきたのです。
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ですから、フィリピンに行かせてもらう。そうすると、いろいろなことを
学ばせてもらう。そこで日本に帰ってきて、その学んだことを自分のなかで
もう一度考え直してみる。そうすると次に行く時の自分のテーマが決まって
きます。先ほどの話ではないですけれども、例えば自分の未来、自分の将来
の夢がありますよね。私は看護師になりたい、幼稚園の先生になりたいとい
った夢ですが、漠然とそう思っていたことがフィリピンへ行って、なぜ看護
師になりたいのか、どういう看護師になりたいのか、なってから何をしたい
のか、そこまで考えるようになってくるのです。
そうすると、例えば進路を決めるときでも、うちの学校の生徒はほとんど
推薦かAO入試で進学しますから、当然入試では小論文が必要になってきます。
そんな子どもたちに小論文指導をやると、非常にきれいな言葉を並べて、わ
かったようなことを書いてくるのですが内容がないのです。具体的に私はこ
ういう経験をしたから、こういう経験をもとに、こんなことをして将来こう
していきたい、といった構想がないのです。けれども、現地へ行って活動し
てきた子たちは、実際に自分自身が経験したことをちゃんと文章にしますか
ら、決してきれいな文章でなくても、絶対に試験官の心に通じる文章を書い
てきます。
その子たちは現在大学や専門学校に行って目的を持って専門の勉強をして
います。ですから、その子たちが専門的な知識を持って、我々の活動にもう
一度参加してくれると面白いなと思っています。
ただ、残念なのは、いま学校内での活動が止まっていることです。そこで
現在はA.S.I.A.NIPPONという団体を興して、今年から動いています。いまま
で参加した子たちが当然その活動の核になっていますので、今後を楽しみに
しています。
ところで、今年は３月と６月の二回、フィリピンに短い期間ですが行って
きました。現在我々の仲間として、歯医者さんが参加してくれています。今
年は、歯医者さんとコラボレートしながら、メディカルミッションというか、
デンタルミッションを実施しています。先ほどSchool By Schoolでデイケアを
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建てたという話がありましたが、デイケアというのは１階が幼稚園、保育所
で２階がマルチパーパスセンターというものです。我々はそこを活用する方
法として、メディカルミッションをやったら面白いかなと思って、今年の６
月に現地の歯医者さんにも協力してもらい、歯科医療活動をやってきました。
いまはいろいろな立場の人が、専門の知識と技術を持って参加していける
ような活動にしていきたいなと思っているところです。
桃山学院高校さんでやられている、センターを建てるというのは、ハード
の面ですよね。うちは資金がないですから、センターは建てられないので、
そうであるなら、CIWESTさん、桃山さんがやられているハードの部分でな
く、逆に内部のソフトの部分である教育活動であったり、いま言ったメディ
カルミッションであったり、そんなことを今後手がけていきたいと思って活
動しています。
テーマになっているグローバリゼーションですか、はっきり言って、私は
そんな大きなことはわかりません。それよりもまずは、「私は何人（なにじん）
であるのか」ではないでしょうか。私などは、まず日本人であると考えます。
特にフィリピンに行って様々なものを見たり経験したりしますと、日本にい
るときには見えないもの、例えば日本の豊かさであったり、日本の文化であ
ったり、日本語であったり、そんなものが見えてくることがあります。また
逆に今まで当たり前と思っていたことが、分からなくなることもあります。
そんなことに気付いたときに学習が始まると思います。だから、経験を通し
て気付きが起きて、気付きを通して学習につながる。学習を通して今度は行
動につなげていく。そういうサイクルで動くことができたら、当然、自分の
未来というものも、もっと明確に見えてくるのではないでしょうか。そして、
自分自身のこれから行うべき使命、責任というものも感じることができるの
ではないかと思っています。
そんなことで、現場で活動している立場として、みなさんに何かお伝えで
きることがあればいいなと思っています。特に高校の教員であるという立場
を考えると、自分の使命というのは、あなたたちがこれから、どのように生
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きるかということを考えてもらうきっかけをつくることだと思っています。
ですから、今日みなさんが何か考えるきっかけをつくってくれたらいいなと
思っています。このあとどういう展開になるか楽しみにしています。以上で
す。
○伊藤 どうもありがとうございました。それでは、藤森さん、よろしくお
願いします。
○藤森（キーワード「当事者意識」「ポピュリズム」「結社」）八星さんや井原
さんのような志の高い人のあとに、私が入っていいんだろうかと思いますが。
私は、全然志の高い人間ではなくて、うまいものを食べて、好きなことを
やって、ぜいたくして楽しく過ごしたい人間なのです。そのじゃまをする人
間は、政府だろうと、何だろうと絶対に許さないと思っている人間なのです
ね。だから、私は非常に個人主義的で、非常に利己主義な人間なのです。ほ
んとうにしようもない小市民なのです。
でも、みなさん、しようもない小市民がほとんどなのですね。うちの学生
なんか、８割しようもない小市民です。だから、私が伝えたいことは伝わる
はずだという信念でやっていますので、私がどういうしようもない小市民の
立場から、どんな「世界市民」の授業をやっているかを紹介することによっ
て、私がこのテーマに関して考えることをちょっとお話しさせていただきた
いと思います。
人間の頭というのは、認知科学者が言っていますように、事実の記述や論
理では納得しないのです。人間の頭は「物語」で納得するのですね。ドラマ
や映画、小説など、「物語」のかたちでしか心は納得しないのです。普通の人
は。政治家以外は。
だから、まず私は映画やドキュメンタリーフィルムなどを使用します。ま
ず最初に学生に言います。あなたたちは、「世界市民」なんかじゃない、「市
民」なんかでもない、「般ピー」だと。一般ピープルというのですね、「般ピ
ー」だと。学校を卒業したら、税金だけ取られて、何をやっているかわから
ない、どんなことを政府がやっているか、どんなふうに世界が動いているか、
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全然わからないような「般ピー」であると。そういうのを「般ピー」という
のです。
しかし、「般ピー」でもこうやって大学教育を受けられるようになった、「般
ピー」が大学の教壇に立ってしゃべるようになった、これは素晴らしい時代
である。この時代がどうやって生まれてきたかを、市民概念の変遷をもって
説明するのですが、そこは学生は聞いていない。
そのあとに、私はアメリカ文学の専攻ですから、一応アメリカのことは、
少しの映画は知っている。だから、まず、１９３９年の『Mr. Smith Goes to the
Washington（スミス、都に行く）』という映画を見せるのです。それは、ア
メリカの基本的な政治理念をことほいだ映画です。
一人の田舎の若者、南部の何も知らない若者が、政治家たちや資本家たち
に担ぎ上げられて、自由に操り人形として使うつもりで上院議員（senator）
に担ぎ上げられた、一人のばかな青年が、だんだん政治に目覚めていって、
“Government of the People, by the people, for the people”、人民の人民によ
る人民のための政治というものに、ほんとうに目覚めていく話なのです。た
いへん感動的な話です。それを見せて、実は西洋の近代をつくりあげた市民
社会の理念はこういうものであるということを知らしめるのですね。
次に見せる映画は、２００３年につくられた『キューティー・ブロンド』とい
う映画ですけれども、『Legally Blonde 2』。１ではないです。１は古い、２の
ほうを見せるのです。この２は、『Mr. Smith Goes to the Washington』のパ
ロディーなのです。アメリカの政治理念をことほぎながら、実は主人公は女
性で、しかもその女性はパッパラパーの金髪の、ばかな女の子に見えるけれ
ども、ハーバードのロー・スクールを出て、しかもデルタ・ヌウというソロ
リティーのメンバーなの。
ソロリティーと聞いてわかりますか。アメリカの大学というのは、日本の
大学などとまったく違って、すごく差別的です。フラタニティー（fraternity）
とか、ソロリティー（sorority）といった、全米ネットワークを誇る結社があ
ります。州立大学に入ったってわかりません。日本人が行っても全然入れて
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くれません。全然関係ないのです。ソロリティーなんかまったく相手にして
くれないのです。白人のなかでもすごい差別の分断性がありますから、まし
て日本とか、アジアとか、まったく関係ない。
フラタニティーやソロリティーというのがありまして、フラタニティーは
男性結社。ソロリティーは女性結社。彼女はソロリティーのメンバーなので
す。彼女は、理想に燃えていて、ワシントンの下院議員の事務所に入って、
ある法案を通そうとするのですね。その法案はどうでもいいような法案なの
だけれども、おそらく民主主義のルールにのっとって、議会のルールにのっ
とって法案を通すよりも、最後にはデルタ・ヌウという彼女が所属している
ソロリティーの結束力を生かして、議員たちの票を取って、その法案を通過
させるのです。彼女の最終目的は、ホワイトハウスなのですね。そういう映
画です。
でも、この映画は、実はアメリカの市民社会をことほいでいるように見え
て、全然違うのです。しょせんアメリカだって、ソロリティーという特権社
会のネットワークを持っている人間しか法案は通せないのだという微妙な映
画なのですね。
実はこの映画は、フランク・キャプラ原作の『Mr. Smith Goes to the Wash-
ington』をことほいでいるように見えながら、実は皮肉っている映画なのです。
つまり、アメリカ社会というのは、実はエリートのものであると。実は政治
なんて全部エリートのものだ、エリートが動かしているものなのだというこ
とを知らしめる映画なのです。
しかしみなさん、わかっていますように、エリートがほんとうに、noblesse
oblige ってわかりますか、高い立場に就いている人間が持つ、徳義上の義務
のことですよ。例えば、例えばの例ですよ、防衛庁の事務次官までいった人
間だったら、２００回も接待ゴルフなんかしたって、ゴルフだけですまないに決
まっているじゃないですか、あんなもの。あんなもの面白いの、仲間のやつ
が、そんなエリートにはなるなと思います。そういう人はエリートではない
です、そんなやつは。ほんとうに国家のことを考えられる noblesse oblige
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が、あんなものにはとりあえずないの、全然。
だから、そういう似非エリートではなくて、ほんとうの高い立場にある人
間が遂行すべき義務、だって、かつての大英帝国、ユナイテッド・ナショナ
ルのイギリスは、ハーロウやイートンのパブリック・スクールの学生たちに
は、シャワーは水しか出なかった。つまり、真冬でも水のシャワーに耐えら
れるようなハードな男でないと、いざ国家の危機のときには、国を支えて戦
うことはできないから。だからエリートというのは、実は甘やかされていな
いの、ほんとうは。
英米圏のほんとうのエリートは、すごく鍛えられた坊ちゃんなの。ほんと
うはアメリカでも、すごい坊ちゃんなの。坊ちゃんがすごく鍛えられている
の、お嬢さんでも。貧乏人が、情に負けて甘やかすの。だから日本はまだ貧
乏なの。ほんとうにエリートが鍛えられていないのは、まだ近代社会でも何
でもないの、全然。
そのエリートたちがいないような人民はどうするの。そういう義務感を持
ったエリートたちがいないような社会において、人民はどうするのか。
それに対して、アメリカでは「ポピュリズム」という運動があるのです。
日本では、ポピュリズムというのは大衆迎合主義とか愚民政策とか、いろい
ろと間違ってとらえていますが、違うのです。ポピュリズムというのは、ア
メリカの現代史のなかで、ときどき、「いや、ワシントン政府がやっているこ
とは、われわれの代表として、やるべきことではないんだ。おかしい、この
アメリカ合衆国はどうもロックフェラーとか、モルガンとか、メロンとか、
いろいろな変な財閥だとか、もっとバックにいる国際金融資本の連中に動か
されているんだなあ」と気付きだした人間たちのなかから、絶対にそれは許
せないと。アメリカの建国理念から言ったら、政治はわれわれのものである。
民主主義に戻そうという運動が、必ずときどき起こってくるのです。
そのなかで私は、ポピュリズムの政治家の例として、ヒューイ・ロングと
いう、ルイジアナの知事からセネター（上院議員）になって、結局はローズ
ベルト政権に迫る勢いを見せて、ぎりぎり大統領になるかと思ったところで
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暗殺された政治家を取り上げた、ドキュメンタリーフィルムを見せるのです
ね。
実際にポピュリズムとはいったいどういうものであるか。ポピュリズムと
いうのは、体系立った政治思想ではないのですよ。対抗思想でしかありませ
ん。エリート主体の政治のなかで、いや、違う、政治とはわれわれ人民のも
のなのだと、ばあんと対抗的に出てくる人は、必ずつぶされるのです。暗殺
されるのです。ケネディー大統領もそうでしたけれども、あの人はアイリッ
シュでしたから、少しはどういうことか知っている。アメリカが、バックと
か、そのもっとバックにいる連中のものであって、実はアイリッシュという
白人、白い黒人と呼ばれたような人たちとか、移民たちとか、黒人たちのも
のではないことは知っていて、ちょっと人民、まあ、市民権運動なんかでも、
かなり黒人に肩入れしたようなことをやろうとしたときに、暗殺されました
よね。ポピュリズムの政治家というのは必ず暗殺されるのです。
しかし、みなさん。殺されたからといって、その政治家のやったことは、
まったく無駄にならないのです。そのようにポピュリズムの政治家がぱっと
来て、すごい人気を得ていって、国民たちが動きだすと、やはり上の連中は
考える。あまり人民をばかにすると、うまくならないなと。ときどき手加減
して、少しは人民のためのいい政治をやらないとやばいなと思うのです。
だから、やはりときどきはそういうポピュリズムの政治家が出てこないと
いけないのです。絶対に。
次に見せる映画は、１９９８年につくられた『ブルワース（Bulworth）』という、
これもポピュリストの架空のセネターで、結局暗殺される映画を見せて、だ
から、結局は政治はエリートのものでしかない。現実は、われわれは「般ピ
ー」であると。だから、黙っていてはいけないのです。絶対にがんがん、が
んがん突き上げなければ、もっとひどい目に遭うよということを知らしめる
のですね。
その次に、しかしなぜ、日本ではあまりポピュリズムの運動が起きないの
か。ときどき田中角栄さんみたいな人が出てきます。あの人は、一種の日本
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的ポピュリストですよ。だからちょっと教養が足りなかったのか、金回りが
よかったのか、何かちょっと方向がおかしくなっちゃった。
でも、そういうことなのです。みなさん、ポピュリストの政治家というの
は、必ず人民のための政治を究極にしようとすると、独裁的にならざるをえ
ないんですよ。究極に、性急に、all or nothing としても認める。人民って、
努力しないで幸せを得るといいたいような怠けものも多いんだよ。だから、
そういう人々を満足させようと思ったら、やはりすごく政策が清貧にならな
ければいけない。
だって田中角栄さんなんて、日本列島改造計画と言って、もう、新潟の長
岡の忘れられた都市に、高速道路をばあんと打つ。みなさん、いまの日本に
高速道路がばあんと引かれているのは、田中角栄の日本列島改造計画のおか
げですよ。この日本で、高速道路が走っていないところなんて、陸の孤島で
すよ。誰も行かないよ、そんなもの。
だから、ポピュリストの政治家が出てくることは絶対に重要だけれども、
人間だから、やはりどこかで途中でおかしくなるの。性急になったりすると、
やはり志がどこかでずれてきたりする。だけど、出てくる意味があるのです
ね。
そこで最後に見せる映画が、どうしてそんな映画を見せるんだと思うかも
しれませんけれども、どう見たってカンフー映画の傑作、『HERO』という中
国映画をご存じですか。この映画は、どう見たってばかなカンフー映画。マ
ーシャル・アーツ映画。単にマーシャル・アーツ映画。だけど、実際は違う
のです。政治映画なのです。
それは、始皇帝の暗殺を狙っている暗殺者が、始皇帝のそばの１０歩まで行
きながら、結局暗殺しなかったのはなぜか。その始皇帝本人を見て、この戦
乱の中国を統一できるのはこの男しかないと思った暗殺者が、わざと殺さな
かったのですね。そういう映画なのです。つまり、この中国映画は、儒教の
なかの天命思想を描いた映画なのです。
どうして中国とアジアに、市民革命や市民戦争という観念が生まれなかっ
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たかというと、日本人でもアジア人でも、どこか心の底で、政治家というの
は天命を持っている人間がやることであると。天命を持った、天から任じら
れた、徳を持った人間がやることであると、聖人君子がやってこその政治で
あると思っている人が、ちょっと頭が弱いのか何か知らないけれど、どうし
ても政治家に期待してしまうの。
みなさんのなかには、おじいさんやおばあさんで、『水戸黄門』や『遠山の
金さん』のテレビを見るでしょう。日本人は、あれが受けるからね。『水戸黄
門』なんか見て、白くなった水戸黄門が出て、印ろうを出して、どうのこう
のと言って、みんな「へへえ」と、はいつくばるなんて、私が悪人だったら、
すぐ殺すわ。そんなもの、そんなじじい、すぐ殺しちゃう。関係ないじゃな
いと言って。
つまり、日本では殺さなくて平気なんですよね。平気なんですよ。つまり、
それだけ上に立っている人間は、それだけ人民のことを考えて、普通の老人
に託して日本国中を旅して、日本の人民のことを考えてくれているはずだと
思う気持ちが残っているのですね。
『遠山の金さん』もそうですよ。お奉行さまが普通のかっこうをして、江戸
中を回って、江戸のなかの庶民ではどうにもできないような悪を成敗してく
れる。そう思っているわけ、期待しているわけです。だから、ああいった番
組があるようでは、だめです。だめ。
やはり、西洋の近代の市民社会といったものがどうして生まれてきたかと
いうことを考えないとだめなのです。エリートだけに任せていると、ろくな
ことにならない。エリートはたしかに立派な人も多いだろう。しかし、政治
はかなりの数の庶民たちのものでもあるから、やはりがんがん突き上げて、
突き上げる以上は責任を持って、自分たちができることをきちんと自分でや
って。
ひたすら福祉のお世話になるとか、子どもの給食費を払わないとか、大阪
は多いんだよ、そういう人間が。そういうことをしないで、やはり自分たち
の責任を果たして市民社会を支えていく。
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例え一人の庶民でも、こんなどうでもいいような、一般のしようもない小
市民でも、この社会を支えているんだという意識を持ってやらなければいけ
ないんだということを、世界市民の時間で伝えて、かつ、では、世界市民と
はいったいどういうことなのかと言えば、そういった気持ちで、いろいろな
国が、いろいろな市民によって支えられているんだから、そういう人たちに
対して敬意の念をもって互いに共感を持とうよと。だから、あちこち行きま
しょうとか、いろいろ言いますが、要するに、自分の足元ぐらい責任を持っ
てやれということを言いたいわけです。
人のことを言うんだったら、私はこの世の中で一番腹がたつのは、評論家。
どうして日本にはこういう政治家があらわれないのかとか言ってるだけ。文
句があったら、おまえがなれよと言いたい。だから、先生は言葉が悪いんだ
って言われる。ああ、言葉は悪いですよ、私は。育ちが悪いですから。平気
です、何と言われたって。べつに。
そんなこと思ったわけじゃないの、私は。自分で自分の力で生きてきてい
る人間なんだから、そんなことは言っていられないの。だから、学生からど
んなに悪く言われてもかまいませんよ。私は自信があるから。１０年後に思い
出すのは、私の言葉だと。だから、全然かまわないのですけれどもね。とい
うのはジョークです。
要するに、やはり挑戦意識を持とうということなのですね。この人生はあ
なたのものです。あなたがボケッとしていると、とんでもない目に遭います。
信じてもいいし、信頼関係もいいし、政治家の人に会ったら頭を下げて、ほ
んとうにありがとうございますと言えるのだと思うし、自衛隊の人があらわ
れたら、戦争がどうのこうのではなくて、有事の際には日本のことをよろし
くお願いしますと、おじぎすべきだと思うけれども、しかし、それは人ごと
ではないということなのです。
みなさん一人一人がきちんとやらないと、やはり国力は衰えてくるし、世
界も衰えてくるのです。自分の問題であるということをわかってもらいたい
のですけれども、半分以上の学生は寝ています、はい。
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○伊藤 どうもありがとうございました。では、宮本孝二先生です。
○宮本孝二（キーワード「越境」「比較」「暴力」）いやいや、エネルギッシュ
なお話で。『HERO』というのは、主演はジェット・リーですね。発音が良す
ぎたので、ヒーローと聞こえなかったかもしれませんが。キムタクの映画と
同じタイトルですね。
○藤森 あれ、そうです。あれこそ『水戸黄門』みたいですけれども。
○宮本孝二 あ、あれは『水戸黄門』的ですか。さて、桃山では、先ほども
申しましたように、「世界の市民」というのを建学の理念にしていて、「世界
市民」の授業をするということで、私たちも社会学部から参加しているわけ
です。
世界市民という言葉はきれいな言葉ですけれども、もともと市民という言
葉は、例えば世界史を習っていると、古代ギリシャで市民が登場するわけで
す。去年でしたか、今年ですか、『３００＜スリーハンドレッド＞』というスパ
ルタの王様が３００人を率いて、ペルシャの１００万の軍隊と戦うというブッシュ
大統領的な映画がありました。スパルタの兵隊はみんなかっこいいイケメン
の肉体美の精鋭たちなのですけれども、それに市民がなるのです。だから、
３００人なのです。
かたやペルシャ、アケメネス朝ペルシャ大帝国は、自分が征服した異民族
を全部兵隊に仕立てて、がんがん攻めてくるのですね。それを防ぎながら、
スパルタ軍、結局は全滅してしまうのですけれども。
そのときにスパルタは民主主義なのです。相手はアジア的な専制国家、民
主主義対専制主義という図式でブッシュ的なのですけれども、やはり見てい
て思ったのは、スパルタの市民、市民が兵隊なのです。市民３００人は、生産的
な仕事は何もしないのです。生産的な仕事は、みんな奴隷がしているわけで
す。つまり、古代ギリシャのバルカン半島のなかで、征服された都市国家以
外の貧弱な状態の連中が、みんな奴隷にされて、生産的な仕事をしている。
だけど、兵隊ができるのは市民なのですね。重装備をして。それが古典的な
民主主義です。要するに市民というのは特権的なのです。
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いまでも格差社会と言って、セカンド、ファーストクラスと、いろんなク
ラスとかあるけど、現実はそうなのですけれども、でも、法的にはすべて市
民なのですね。いま日本国民は市民なのです。
在日の方々には、参政権も渡していないから、渡していないと言っても、
私が与えていないのではないですけれども、市民権が与えられていないけれ
ども、国民が市民になっているのが近代の原則なんです。だけど、近代以前
は、みんな市民ではなかったということです。つまり、都市に住んでいるか
らといって市民ではなくて、市民はごく一部。お互いに自由、平等、博愛は
市民同士で認めているわけで、市民以外は市民ではないので、ほかは市民で
はない人たちが住んでいるのですね。古代的社会では奴隷ですね。
ところが、近代というのは素晴らしい社会で、これを国民にしていこうと。
ナポレオンが初めてアイデアを出したわけですけれども、どうせフランス革
命で人々に人権をあげたんだから、戦争に行く義務があると言って、それま
での雇い兵の専門家だけの戦争はやめて、国民軍をつくったのです。これが
めちゃくちゃ強いのです。数も多いし。そして、ヨーロッパ諸国は競って国
民をつくり始めました。
日本だって、ナポレオンの皇帝就任から７０年後に明治維新をやって、近代
国家日本をつくっているのですね。一斉に世界の先進社会は国民になり始め
る。国家のなかでは、できるだけ人々を市民にして、平等に、だけど、食べ
ていくためには、弱っちい国を植民地にする。日本もヨーロッパのまねをし
て植民地をつくって、頑張ろうかというかたちで戦争になってしまったわけ
です。
そういう意味では、私たちは世界市民を目指しているけれども、まだまだ
そんなことはできていません。いまいるのは国民ですよね。いま２００ぐらいの
国民国家、国連カウントでは１９２ですけれども、数えたら２００ぐらいあります
けれども、みんなネーション・ステート（Nation－State）、国民国家と呼ばれ
ているわけです。
そのなかでは国民イコール市民、これが近代の原則です。一応、ちゃんと
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政治的な権利、経済的な権利、社会生活の権利、文化的な権利を認めていま
す。認めるというのが、国民国家政府の、ステートの義務なのです。その義
務を果たしていない政府がいかに多いかということですね。日本はまだまし
なほうです。そういうなかで、私たち近代は、ようやくここまでやってきて
いるわけです。
日本はほんとうにいい国なのです。これから言いますように、例えば「暴
力」、日ごろ歩いていて、私は授業でおやじ狩りがどうのこうのと言うけれど
も、まだおやじ狩りに１回も当たったことがありません。いま５８歳ですけれ
ども、いままでまちのなかの暴力に遭ったのが、たばこを吸っている中学生
を注意して、フック食らってダウンしたのです。それ以来、中学生は相手に
しないわけですけれども。
ともかく、私たち近代は、そうやって国民という名前で市民にしてくれる
と。これは嘘でも素晴らしいフィクションなのです。だけど、いま私たちが
目指さなければいけないのは、その国民を超えて世界市民になること。これ
は１００年、２００年かかるでしょうけれども。
実際に、いまヨーロッパの諸国を見てください。けさの新聞、おとといの
新聞でもありますけれども、ベルギーなどでも、いまは国が真っ二つです。
ベルギーというとすごく品のいいイメージで、チョコレートだとか、小便小
僧だとか、いいイメージがありますけれども、だけど、南北真っ二つなので
すよ。
北側はオランダ文化圏ですね。南側はフランス語をしゃべるワロンという
地域ですけれども、農業中心。北は工業中心で金持ちなのです。南は貧乏。
言葉も違うのですね、フランス語とオランダ語で。そうすると、金持ちのほ
うが、やはり別れたくなるのです。もう離婚したい。おまえは重荷だという
ことですね。南のほうはそんなの許すかと。いままで一緒にやってきたベル
ギーじゃないかということですけれども、まだ連合政権すらできないのです
よ。
それは、ヨーロッパの国を全部見たらわかりますけれども、すべてそうな
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のです。国民にするときに無理しているつけが、全部回ってきているわけで
す。
日本は、何となく日本人が一つになりました。ごく少数の、例えばアイヌ
の方たちは、明治維新のときに旧土人と呼ばれました。オールドなネイティ
ブだと。だけど、旧土人という名前は悪いけれども、一応日本人にしてくれ
たのです。日本人にしてくれたという言い方は、また偉そうな言い方ですけ
れども、どうも私は権力的な意識があって、言い方は悪いのですけれども。
アイヌの方たちは日本人になった。
在日の方たちがいま６０万人ぐらいおられますけれども、私たちの日本が大
韓帝国を吸収合併してやってきたというような、いろいろな事情があって来
られていますけれども、定住外国人の方には、社会権や経済権の権利はあっ
ても、やはり政治的な権利はまだ与えていないのです。現時点ではそのよう
な中途半端な状態ではありますけれども、方向としては世界市民に向かって
動いているのです。これはたしかにあります。
僕たちは言葉だけで言うのですけれども、つまり、いま国民が世界市民に
向かっています。たしかに例えばいまのイラクを見てみると、イラクには、
イラク人はいないのです。自分のことをイラク人という人は一人もいないの
です。つまり、自分がどの部族で、どんな宗派かしか言わないのです。
自衛隊はサマワで活躍しましたけれども、お金をいっぱい持っていても、
やはり首長が出てくるわけです。部族の首長が。それでもって、自分の親せ
き部族、親せきや知り合いには金を回すけれども、ほかの部族にはあまり回
さないのです。
でも、それはやはりイラク人が間違っている。イラク人もいまの前近代的
部族意識を捨てて、早く国民にまで到達してほしいのです。いまヨーロッパ
は一見もめていますけれども、それはEUができたから、自由に地域の主張が
言えるわけです。もうEUがあるから。EUがあるから、ネーションの制度を
べつに緩くしても、地域で人々は生きていけるのですね。そういう意味では、
EUのもめ方は、先進的なもめ方なのです。
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だけど、まだ中近東は国民以前なのです。あまり言うとあれですけれども、
中近東には、日本は責任がないから。いや、石油をだいぶ買っているから責
任はあるといっても、あれは、植民地の宗主国であるイギリスやフランスが
悪いのです。勝手に線を引いてむちゃくちゃにしてしまったのですから。
ともあれ、そういう遅れている、進んでいるという言い方は悪いけれども、
進行速度には違いがあっても、やはり国民形成というのが近代の方向性で、
それが市民をつくる。
だけど、やはり日本人は恵まれているのですよ。さっき言いましたけれど
も、暴力がまだ、殴られたぐらいですとか、冗談で言えるわけです。
でも、いまレバノンの首班選出でも、国会議員たちがシリアと反シリアで、
もうこれは殺し合いですからね、暗殺し合っているのです。だから、シリア
という国に反対している国会議員は一人ずつ殺されているのです。イスラム
のほうは、数が合うまで殺すつもりなのです。つまり、多数派になるまで。
とんでもないことですよね。
だけど、日本はそういうことが平気で行われている国ではありません。安
倍さんが辞めようと、福田さんになろうと、小沢さんがまたしようと、鳩山
さんが何か言おうと、誰も殺されやしないのです。殺されるとも思っていま
せんよ。
あるいは逆に、権力を持っている人間が、人を殺さなかったら権力を維持
していけないと思いもしないですね。つまり、権力者に人殺しがいないので
す。
けれども、世界を見たら驚きますよ。指導者で人を殺したことのある人は、
けっこういます。つまり、もちろん、ただの暗殺ではなくて、政治運動にお
いてですけれども、日本は政治運動で今は人殺しも出ませんよね。
僕たちが子どものころは、まだ政治運動なんかで、田舎では、ぶつかり合
って、殴り合いとかありましたが、いま政治運動で殴られた人は基本的にあ
まりいないのですよ。和泉市に桃山学院大学はありますけれども、和泉市の
市会議員の先生でも、何かばっばっと暴力されたという話はまったくありま
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せんね。日本はそこまで来ているということです。
その国民から世界市民へどうやって行くか。これはもう、先ほどからも実
践の報告がありましたように、それは素晴らしい越境の例なのです。社会を
超えていく。社会を超えて、融け合っていく。文化的にも、経済的にも、い
ろいろな意味でですけれども。だけど、やはりそういう素晴らしい活動が必
要なわけです。
今日、総合司会をしている深澤先生は、経済主義が大嫌いなのですね。だ
けど、ちょっと『日本経済新聞』を読んでいらっしゃる方は、昨日から始ま
った連載があるのです。題が「モザイクパワー」というのですよ。これは素
晴らしい連載です。『日本経済新聞』というのは、新聞のなかで一番レベルが
高いのですけれども。
その一面に連載されている「モザイクパワー」というのは、例えばマクド
ナルド。マクドナルドはほとんどすべての国に店を出しているわけですけれ
ども、それぞれの国に対応して、例えばイスラム圏はブタを食べないわけで
すから、肉はニワトリ。あるいは、卵を食べないから、マヨネーズは卵抜き
で、卵のないマヨネーズなんて、どういうものだろうと思うのですけれども、
そういう努力をしている。
そういうのは、やはり尊敬に値するのですよ。つまり、マクドやスターバ
ックスもありますけれども、ああいうのは、たしかに軽い文化の一つの象徴
とも見えるけれども、だけど庶民生活に浸透し、世界市民という立派な理念
ではないと言うかもしれないけれども、それに向かう分厚い意識の一つをつ
くっていると私は思うのです。
マイクロソフトのビル・ゲイツ先生、素晴らしいですね。あの人のしてい
る寄付の額は半端じゃないですからね。もう目の玉が飛び出るような寄付活
動をしています。日本の株主はしていませんよね。堀江さんが寄付でもやっ
たら尊敬しますよ。自分の財産、１７０億円ぐらいいまある方なのですけれども、
これを抱え込んだままですよね。どこかで市民活動を支援しているという話
は一つも聞いたことがないと思いますね。まあまあ、それはいいのですけれ
桃山学院大学人間科学 No. 35
－４１４－
ども。
すごい経済活動、例えば、マイクロソフトは、いまマレーシアで、これは
『日本経済新聞』に書いてある受け売りですけれども、英語、中国語、マレー
語、それから、何とタミル語。タミル語というのは、インドの南部の言葉で
すけれども、大野晋先生という日本語学者は、日本語はタミル語が先祖だと
言うぐらいで、日本とけっこう縁が深いのですけれども、そういう言葉に対
応する、４言語対応の多言語ソフトをつくって売り出しているのです。これ
はマレーシアのエリート層にも売れているのですけれども。
いま私が申しあげたように経済的なパワー、さっきの宮本俊さんの講演に
も出てきましたように、素晴らしい活動をされているのですけれども、やは
り損をして善意でやっているという面ももちろんあるかもしれません。けれ
ども、やはりペイすると。自分たちもペイして、人も利益を上げて、さっき
の八星さんの、他益であり、自己利益であり、社会益であるという、この方
向は、これはよくできた企業はもう、みんな始めているのです。ソーシャル・
エンタープライズという、社会的企業ですけれども。そういうトレンドもあ
るということですね。
今日の私のテーマとしては、「越境」が一つのキーワードですけれども、や
はりこういうかたちでほうぼうに行って、日本にも留学してきている、国際
教育を受けている、いろいろな人が来る、私たちも相対的な視点、要するに、
よそはこうかと、若いときは盛大に海外に行って、いろいろなことを見てほ
しいわけです。これが「比較」です。
やはり「比較」して日本というのはいかにいいかというだけではだめです。
先ほどの宮本先生のお話のように、借金だって、もうほんとうに千兆円に行
こうかという社会ですけれども、だけど、日本だけではないのです。政治な
んか、あらゆる国民国家がそういうものに直面していて、努力しているとい
うなかで、どういうかたちでしていかなければいけないかということが、わ
かるのはやはり比較なのですね。
ですから、いま私たちは近代で国民をつくり、市民というものを広げ、国
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民の枠を越えて、いまあふれ出そうとしている。だけど、このあふれ出しが
世界に進出するには、１００年、２００年かかると思うのです。それを妨げる問題
として、「暴力」という第三の嫌なキーワードが出てくるわけですね。
「暴力」という言葉は、ほんとうに、僕が中学生にフック食らってダウンし
てというような、フィジカルな肉体的、身体的暴力もあるけれども、例えば、
貧困、これは構造的暴力というのですね。つまり、貧困を無視して、ああ、
貧しい日本の人がいるわ、知らんわというのは、無視しているわけですけれ
ども、そういうのは構造的暴力と言います。暴力という概念にはそういうの
もある。
例えば、いま若い人たちにはいつも注意している、ドラッグ問題がありま
す。日本の覚せい剤は、とてもやばい状況ですけれども、北朝鮮から入って
くるのです。なぜ北朝鮮のような国からドラッグが入ってくるのかと。それ
は、日本の暴力団が真っ先にグローバル化したのです。日本の暴力団は、ば
かにできないのですよ。
つまり、北朝鮮みたいな、普段、正式な国交もしていない社会と、向こう
はたいてい国産でつくっているのだけれども、それを海上を通じて、昔だっ
たら海上で船と船が出合うのはたいへんなことだったのですけれども、いま
はもうGPSで、悪いやつは真っ先にそれを使っているのですね。それをもっ
て海上投棄して、拾い上げて、持ってきて加工してさばいている。信じられ
ますか。日本のなかでこんなことをしているのですよ。
だけど、これを僕は素晴らしいとは言えないけれども、闇のグローバル。
グローバルの闇ですね。利益を求めてグローバル化していくというのは、企
業は悪いことではないと私も思っていますけれども、企業は悪いと言う方も
いらっしゃるけれども、まあまあ、それはいいとして、もっと広い意味の暴
力的グローバル化もあるのですね。ブッシュのイラクとかいうのも、もちろ
ん９．１１でやられているから、やり返すというシンプルな図式を考えたら、し
ようがないということにもなるけれども、やはり暴力の越境、暴力のグロー
バルなのです。
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でも、全部含めてグローバルなのですよ。だから、光と影なのですね。だ
けど、そこのなかでの差し引き勘定をしながら、やはり善意の人、利益を求
めながらも人に利益を与える経済活動が重要です。
あるいは、僕はけっこう技術が好きで、技術というものが、いろいろな問
題を将来解決していくのではないかと、先だっても、京大の山中伸弥先生が
素晴らしい、この皮膚細胞から万能細胞、まだまだ技術的には確立していな
いけれども、それは人によっては「こんなもの」と言うかもしれないけれど
も、やはり技術は捨てたものではないのですよ。
いま若い人たち、僕はどうしても教員なので、いまの若い人たちとつい言
ってしまうけれども、僕たちが若いころよりは格段に能力が上がっているの
です、ほんとうに。ゼミ生でも、知識はなくても、人間的な力は、私はやは
りちょっと若い人たちを尊敬する部分がありますね。それが自由自在に動け
るという力も、可能性もあるのですね。
そういうことも含めながら、桃大、桃高だけではなくて、国際的な視野の
なかで、世界市民に向けて頑張っていこうというようなことを目指して、世
界市民教育をやっているわけです。
また、ちょっと言い足りなかった部分は、ディスカッションのときに言う
ということにします。ありがとうございました。
○伊藤 ありがとうございました。４人の方、おそれいりますけれども、自
分のお話になったことのキーワードを三つずつ、黒板にちょっと書いていた
だきたい。（コーディネーターの指示で各パネラーは、それぞれ以下のような
３つのキーワードを板書した）
八星：「学び」 「アジア」 「学生」
井原：「学校」 「社会」 「関係性」
藤森：「当事者意識」「ポピュリズム」「結社」
宮本：「越境」 「比較」 「暴力」
そのあいだに宮本俊さんに、いまの４人の方のお話を聞いて思ったところ、
むかついたところ、いろいろあると思いますから、ちょっとコメントをいた
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だければと思います。
○宮本俊 書いているあいだという短い時間で、率直な感想を４とおりは、
ちょっと言いあらわせませんので。
藤森先生のお話、歯切れがいいというか、ちょっと速すぎたのですが、あ
のお話を聴きますと、思わず、独身ならプロポーズしようかなと。それから
同じ宮本さんは、兄弟の契りでも求めたいぐらいだと、そんなような感想を
持ちました。
攻め方が違う、社会的なポジションも違いますけれども、やはりそれぞれ
みなさん真剣にお考えになっているんだろうなと。聴講していただいた、特
に学生のみなさんにはほんとうにありがたく思っているのですけれども、そ
れぞれのみなさんのそれぞれの切り口で私はいいと思っているのです。それ
ぞれの到達レベルでかまわない。いや、１０なければいけないということはま
ったく言わない、１しかできない、３しかできない、けっこうです。それで
ぜひやろう、あとは大人が力になろうという気がするのですね。
私は、来年、実は赤いちゃんちゃんこを着るのですが、赤いちゃんちゃん
こを知っているかな。知らない。６０歳になると、赤いちゃんちゃんこを着せ
られるのです。そこからどうなるか、子どもに戻るらしいのです。アルツハ
イマーになっている。そんなようなターニングポイントというか、そんなよ
うな年齢になるのです。
私よりもお歳の方というのは、ちらほらお見えになるのですけれども、私
より上の方は、貧しい日本というのを覚えている方かなという気がするので
す。
私も実は、朝鮮戦争をうっすら覚えております。豊橋市というのは、浜松
の航空基地がすぐ近くにございまして、浜松の航空基地から爆撃機が飛ぶよ
うな、非常に大きな基地なのです。爆撃機が朝鮮半島に向かって飛んで行っ
ては帰ってきてという記憶が、うっすらとあるのですね。
たいへん貧しい時代で、靴が欲しくても靴は買ってもらえなくて、げたを
与えられる。冬、いまよりももう少し冬がとても寒い時代で、流れている川
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が凍ったこともしばしばありました。そんな時代に靴下が買ってもらえない。
せめて足袋をというけれども、足袋もなかなか買ってもらえない。ひざが抜
けたり、お尻が抜けた、つんつるてんの学生服を着て小学校に通っていたと
いう記憶があります。
やはりおなかがすいたという記憶があります。たぶんみなさんは、おなか
がすいたという記憶はないのですね。私の世代になると、ちょっとあります。
でも、実はもっとたいへんだったのは、その親。子どもがおなかがすいてい
る、食べさせてやりたいなとかね。こんな靴がないと寒いなあ。せめて靴ぐ
らい買ってやりたい、親はたいへんだっただろうなと思うのです。そういう
記憶が私たちの世代であり、また、親の苦労をしのべるような年齢にもなり
ました。
実は、世界中で、いま６２億人ぐらいいる中で、ようやく生命を維持してい
るというか、そこにいる人が５億人ぐらいですね。５億人。
このあいだ新聞に載っていました、このデータはまったくあてにしていな
いのですけれども、１日１ドル以下で暮らす人が１億８千万人、そのなかの
約１割がフィリピンなのです。その数字、１億８千万人という数字は、私は
まったく信用していない。そんなもんじゃないなと。これも自分があちこち
回りまくってきた実感です。
例えば、フィリピンが最初であったのですけれども、たまたまの縁で、こ
こにいる井原さんのインドの学校を、あれはカルカッタだったね、カルカッ
タじゃないか、デリーだったか。
○井原 ああ、バングラデシュ。
○宮本俊 バングラデシュとデリーだろう。私がムンバイという、昔でいう
ボンベイというところですね、西洋との貿易の窓口になった、ここのスクオ
ーターに入る。スクオーターというのは、貧乏人の不法占拠地なのですね。
必ず水際にある。沼地の横にありまして、ざっと聞きましたら、人口が、統
計を取っていないからわからないのですが、見渡す限りなのです。どこまで
もスクオーターなのです。
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それで、私がエスコートしてもらったのは、インド大使のウパルさんとい
う方ですけれども、自分の国の発展に常に心を砕きながら、その発展のため
に一生懸命努力しているような方なのですけれども、そのウバルさんでさえ、
入っちゃだめだと言うのです。危ないと言うのです。危ないのですよ、お金
がないから。何か金になりそうなやつが来ると、何か起きるから、やめたほ
うがいいよと。僕は関係ないと言って入ったのですがね。
実は、そういういろいろなところで、そういう貧しいということを目の当
たりにして、私たちは小さいころに得た経験よりも、実はさらに数段悲惨だ
と思うのです。ここで暮らしている人がむちゃくちゃたくさんいる。そうい
う意味で言うと、先ほどの数字はあまり信用できない。だいたい５億人ぐら
いというのが実感かなあ。
昨今、東ヨーロッパからどんどん、実は毎週、僕は情報が入るようになっ
ているのです。先ほど、国の分裂の問題を言われていたのですけれども、チ
ェコスロバキアという国が昔あったのです。いまはチェコとスロバキアなの
かな。それに隣接しているところで、モルドバなどは、非常に貧しいわけで
す。
やはりそういうところに昨今の気候大変動のあおりが来ていて、夏は猛烈
な、砂漠並みの暑さです。いっぺん１２月に行ってみたとき、気温は何度と聞
いたら、もうマイナス７度だと言うのです。そんなのは現地でも初めてだっ
たのですね。寒いときにけっこう冷たいわけですけれども、暑いときにはも
う強烈な暑さで、寒暖の差が４０度ぐらいあるのです。日本で気温差が１５度あ
りますと、おそらく風邪をひいてしまうでしょう。
実は、ここでやはり貧困というテーマに常にぶつかるのですね。貧困とい
うのは、いったい何で生まれるのかなと素朴に、いろいろな理屈はもう別に
して、なぜ貧困が生まれるかとつくづく思うのです。貧困という部分にたど
り着いて、ある程度ひもといておかないと、なかなか実はほかの部分での回
答が出てこないなという気がします。
難しい理解ではなくて、いろいろなデータを並べ上げて、おそらくこうで
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こうで、こうでというのではなくてもいい気がするのですが、簡単にちょろ
っと国にパンが１個あって、一人で食べれば一つ食べられるけれども、二人
のときは２分の１だと。１２人で割ったら、誰も腹が膨れないから、ああ、こ
れがあったら、９割取って、あとの１割は、「きみらで分けなさい」という、
こういうところを、実は痛感します。
そういうかたちでフィリピンのほうで、最貧層の１割がフィリピンという
国にありますよと言っているのですけれども、世界の金持ちというのも、フ
ィリピンにいるのです。二人ぐらい、これは中国人です。ルシオ・タンとい
う。これがフィリピンエアのオーナーですけれども、フィリピン航空は、だ
いたい２００社ぐらい巨大な会社のオーナーになっているのですね。それから、
ヘンリー・シーという、これも大金持ち。隠れたお金を持っていて、先ほど
暴力という触れ方をしましたね。暴力というのは、たしかに一つのキーワー
ドですね。
先ほど、控え室のなかで少しそんなことを触れさせていただいたのですが、
フィリピンの国の統治の方法として、スリーＧという言葉があるのです。一
つはガン。ガンなのです。これは皆自由に持っている。次は何か、ゴールド、
金ですね。三つ目がグーンズ。ギャングのことです。だから、私兵というの
が山ほどいるのです。
フィリピンだけかというと、そうではない。世界中こんな構造を持ってい
て、何か共通するものがきっとあるのですね。
そういう貧困と、いま言ったスリーＧの支配原理がとおっているところは、
実は世界中に山ほどあって、あえて仕掛けられている疑問というのがあるよ
うな気がします。貧困も何か仕掛けられたような気がしているのですね。
貧困と同時に必ずついて回る言葉が、愚民です。愚かな民。高尚な市民で
はなく、愚民なのですね。考えることが閉ざされている。
よく現地に行ったときに、私はフィリピンだけではなく、世界２４カ国ぐら
い行って、必ず日本語チャンネルの現地アワーニュースを必ずやる。なかな
かいくつもの言葉はわかりませんので、なるべく英語チャンネルを探して、
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そこの人と一緒にやるのですけれども、フィリピンとかその他の南東アジア
の国に行きますと、非常に一般市民が見るようなクイズ番組が、先進国をま
ねしてあるのです。その番組の設問レベルをずっと見ていますと、ものすご
く低いのです。驚いてしまうぐらい低い。
日本でクイズ番組をやりますと、勝ち抜いていくのがたいへんなぐらい、
ものすごく難しい高度な質問をしますよね。そんなのは全然ない。ほんとう
に、えっ、こんなのが問題なのと。それが役人の餌食になっているとか、そ
の人たちの射幸心とあいまって、非常に人気が高い。こんな地域があるわけ
です。
だんだんちょっとややこしくなりますけれども、ちょっと話を戻しますね。
貧困という言葉が浮かんでくる。フィリピンに何度か、私も実は難しいと
ころに取り組んでいますが、これこれ、これだから、あれだからという後付
けとして理屈をこねることはあっても、実は、あんなに難しいところに取り
組むことがフィリピンを選ぶ動機だったのではないのです。
ここを活動拠点にしようと決めた動機は、やはりほんとうに貧しい人を見
たときなのですね。みなさんも同じだと思うのです。
例えば私がいま直接かかわっている例で申しあげますと、リザール州アゴ
ノというところがありまして、アゴノ市というところがあるのです。そこに
いま大きく二つ、スクオーターがあるのですね。一つは、ハイランダーとい
う高いところにある、水の便のとても悪いところです。ここにあるスクオー
ターのなかに、ネーティブティーコク、要するに土着、先ほど言われていた
アイヌに近い方ですね、そういう土着の人もいるのですね。
この人たちの中に、アエタという一族の女性がいます。もともとから言い
ますと、オーストラリアにいるアボリジニと同じ、オーストラロイドかな。
それが少数民族化して、フィリピンだったらフィリピンのなかでネーティブ
になっている。あとマレーシアと、ボンベイとか、そのへんのところは、そ
の人たちは非常に純粋に近い形で暮らしてますね。
その人と、平地民という、あとから来たマレーシア人と結婚した。子ども
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が３人、女の子ばかり。それで、そこへデイケアをつくって寄付をしたので
すけれども、非常に厳しい地域ですから、デイケアの先生に頼まれまして。
そうしますと、ケアすべき組織の責任のある部分が一つ外れるのです。子
どものために何とかしなくちゃというのが、一個外れちゃう。いや、あそこ
が見てくれるからと、イージーに流れていくのですね。
おやじは実はもともと肺病でして、薬を買ってくるという。お母さんはネ
ーティブで、まったくの無学ですから、得られる仕事というのはラバ。ラバ
というのは、ちょっとスパニッシュのなまっているような言葉ですけれども、
ラバというのは洗濯。人の汚れものを扱って、自然の流れで洗濯して、お戻
ししてお金をいただいて、生活の助けにするということなのですね。
私どもが子どもを見るまでは、それなりに一所懸命していたけれど、建築
現場で見たりすると、お父さんがぴたっと働くのをやめてしまっている。そ
れもあとになってわかりましてね。こうやればだいじょうぶだと思ったこと
が、だいじょうぶじゃなかったじゃないかと大反省して、ものすごい文句を
言いましてね。もう、来年は見ないよと。自分たちでもう一回やれと言いま
した。
しばらくして、それでも心配だからと行きました。行ったときに、私はビ
スケットの缶を必ず二つ持って行くのですね。この大きなビスケットの缶で
すけれども、何でも入る。
その人たちが、実は、しばらく行っていないあいだに、木の葉を取って、
なっている木の葉を取って食べていて、やっている。うわっと思ったのです
ね。どうしたらいいか、いまだに答えは出ていないのです。でも、それがや
はり現実なのです。
それはたまたまそこの例を取りまして、フィリピンという、そういうとこ
ろで、まだそういう状況であるわけですけれども。やはりそこの部分を、み
なさんはみなさんなりに、なぜこういう貧困が起きているか、なぜそこが自
然環境の破壊につながるのか、なぜそれが地域全体の生活を脅かすところま
で発展してくるのかという部分にリンケージさせて、答えをお解きになって
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いかれればなと思っております。ちょっと長くなりました。
○伊藤 ありがとうございました。いま私の時計で４時８分なのです。息抜
きが必要だと思いますから、１５分まで、７分間ですけれども、ちょっと休憩
をして、深呼吸でもして。そのあとこの５人の方たちの大バトルが始まりま
すので、お楽しみに。
（休憩）
○伊藤 今日みなさんがここで聞いていただいたのは、僕たちがあたりまえ
のように考えていることが、実はよく考えたり、立場を変えてみたり、それ
からもう一歩踏み込んでみたりすると、決してあたりまえの話ではないとい
うことに、ずいぶん気がついていただけたんじゃないかと思います。
素朴な疑問、あれっというほんの小さな意外性や反発が、実は大きな話に
つながっていることがたくさんあるのですね。ですから、後半の最後の４５分
の最初の部分を、素朴な質問や、えっ、これは何だったんだっけというよう
な確認だったり、それからいまみなさんが考えていることから、ちょっと聞
いてみたいことだったり、という時間にしたいと思います。
マイクを持って回りますから、ちょっとこんなことを思ったよ、ここらへ
んのことを、もう少し聞きたい、何でもいいです、素朴な意見を聞かせてい
ただければと思うのですが。
○男子生徒 「ポピュリズム」とは何ですか。
○藤森 「ポピュリズム」というのは、ポピュラーはポピュラーでしょう、
それからピープルと同じ語源です。つまり人民主義と訳されていますけれど、
これは体系立った思想ではないですね。つまり、何か大きな特権階級や、エ
リートや、そういった人々によって動かされている政治の在り方に対して、
人民から突き上げていくような、民主主義はそんなものじゃないだろう、ア
メリカの建国の理念はそんなものじゃないだろう、市民社会はそんなものじ
ゃないだろう、政治というのは特権的な人間たちの利益のためにあるのでは
ない、ほとんどの人間は庶民だから。
つまり、特権的な人間たちが、いわゆる特権的な生活を享受するためにも、
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世の中が常時安定していたほうがいいのだから、絶対多数の人間の幸せを考
えなければ、あなたたちだって首が絞められるよということを訴えるみたい
な対抗思想なのですよ。わかる？
説明をすると難しいです。みなさんわかります？ポピュリズムの本はたく
さんありますが、整理されていない。対抗思想だから。カウンター・ポリテ
ィカル・ソースなんです。ポリティカル・ソースだから、説明がしがたいけ
れど、あらがいがたいような大きな力というか、そういったものに対して対
抗的に出てくるような、人民から突き上げていくような、われわれの利益も
考えろと。富の再分配を考えないと、あなたたちの首が絞まるよということ
を言うような、要するに金の話、金の分配の話。
世の中にはたしかにね、はっきり言って頭のいいやつもいるし、要領のい
いやつもいるし、頭の悪いやつもいるし、怠けている者もいるわけ。だから、
ビル・ゲイツみたいに独りで、自分の才覚でシアトルの経済を興す、ノキア
の社長みたいにフィンランド経済を興すやつもいれば、本当に自分の子ども
の給食費を払わないばかもいるでしょう。だから、そういう人間たちをひっ
くるめて、その人間たちは、おそらくそういうばかな寄生虫は人口の３割い
るでしょう。
先ほど宮本先生が愚民というお話をしましたね。私、正直言うと、こうい
った愚民の人たちは淘汰されたほうがいいんじゃないかと思うときがある。
正直言うと。しかし、遺伝子、DNAというのは、愚民から、天才から、美人
から、ブスから、全部シャッフルしてこそ、いろいろな人間が生まれてくる
のですよ。いろいろなものがシャッフルして、多様性の中から強いものが生
まれてくるのですよ。
だからね、愚民だからといって切り棄ててはいけないのですよ、やっぱり
それは。やっぱり、インドのあのしようもない、混乱の中からすごい天才が
生まれてくるの。その天才の頭脳で世界を動かすような、世界の人間がたく
さん食っていけるみたいな技術も生まれてくるんですよ。
だから、人民といったものをばかにしてはいけないのです。人民の中から
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何が生まれてくるかわからない。だから、食わせろと。だから、食わせろと。
一見、すごく否定しようとしているように思えるけれども、実際にもらいご
とをしているように見えるけれども、富の再分配をして食わせろと。それが
世界全体の富になるんだよ。金持ちだったら、それぐらい金を出していいん
じゃないの、ぜいたくをたくさんしたでしょう、と言ったの。そういう思想
です。まだ難しい？
○伊藤 いえ。
○宮本孝二 ごめんなさい、ちょっと補足をしますね。要するに前提にある
のは、ポピュリズムというのは悪口で使われるのですよ。大衆の人気取りと
いう意味で。例えば、小泉さんのポピュリズムといったら、小泉さんが郵政
民営化で敵味方の図式をはっきりさせて、政治的に人気を得たみたいなね。
悪口で言うの、ポピュリズムと。でも、先生は悪口だけではないと、ポピュ
リズムの使い方がね。
今朝の『朝日新聞』の特集版に、アルゼンチンにペロンという人がいて、
エビータという美女がいて、エビータはペロンの２番目の嫁さん。すごい人
気があって、国家財政は悪いけれども、貧しい人たちのために、ものすごい
ばらまき政治をするわけ。頭のいいエリートからすれば、あほなんですよ。
そんなことをして財政はどうなるんだよ、アルゼンチンがと。だけど、人々
の人気を取るために、そういったばらまきをするわけね。基本的に悪いので
すよ、非合理だから。だけど、そういう言葉の前提があって、先生がおっし
ゃったように、いや、でも、そういうことが本当に悪いのかと。
○藤森 そういうことをしないと、ほかしておいたら、政治が特権階級のも
のになる。だから、対抗しようとする。いずれは必ず負けていく。しかし、
対抗思想はいるの。いや、でもね。やっぱり、ばかもいるのですよ。やんち
ゃもいるの。しかし、それでもね、やっぱりやるの。そうすれば、歴史は動
いていくから。
それから、先ほどのお金の分配の話ですけれど、資本主義というのはすご
いエネルギーがあって、いまの資本主義のターゲットは貧乏人なのですよ。
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ネットマーケットといって、いま貧乏で弱い人間でも買えるものを開発しな
いと売れないから。なぜなら、貧乏で、頭が弱い人の数が一番多いから。だ
から、そういう人間でも買えるような商品開発が、いまのキャピタリズムの
目標であって、キャピタリズムというのは単なる、何て言うかな。だから、
それもやっぱり、下からの突き上げでそういう製品を考えていくんですね。
だから、すごいエネルギーのある、すごい強靱なものですね。はっきり言っ
て、社会主義といっても国家の資本主義ですからね。資本主義しか、この世
の中にはないですよ。金の問題は絶対に避けて通れませんから。
○伊藤 はい、次の質問にいきましょう。
○女子生徒 かなり楽しんでいます。私は School By Schoolに入っているん
ですけれど、何か活動を本当にしたいと思うんですけれど、何からどうやっ
ていけばいいか、あまりよく考えが思い浮かばなくて。いま実際に私ができ
ることは何なのか、お考えをいただきたいなと思いました。
○伊藤 まず八星さんからコメントをください。
○八星 はい。その悩みは、私も高校１年生のころに活動を始めてから、ず
っと抱えていたものでもあります。本当にゼロの状態から始めたので、どう
したらいいのかというのは常に考えていたし、それがわかるまでに本当に何
年もかかりました。
でも、まずは知ることが大事だと思います。現状を知ってください。フィ
リピンに行って、まずは見てください。知って、何が必要なのか考えてくだ
さい。自分で答えを見つけることが大切だと思います。フィリピンに行くと
いうのは、例えばご家族が反対をしているかもしれないけれども。行くのが
無理だったら、やらせのモノも多いかもしれませんけど例えばテレビや本で。
行った人に話を聞くとか。まずはフィリピンの現状について知ることが大事
だと思います。また、メンバーとともにたくさん話してください。ディスカ
ッションをしていくうちに、自分のやる方向も見えてくると思います。
○伊藤 井原さん、どうでしょうか。
○井原 もう、いま言われたとおりだと思うのですけれど、School By School
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の活動を始めたのはなぜでしょう。なぜ、その活動を始めようとしたのか。
○女子生徒 うまく答えられないのですけれど。
○井原 面白そうだった？
○女子生徒 面白いというか。はじめに八星さんが言っていたのとけっこう
似ていて、私も自分で何かをやって、少しでも勉強して帰ることができたら
なと、何か。
○井原 まずそういう気持ちを持てたということが大事だと思うのですね。
次に、やっぱり、いま八星さんが言われたように、わからなければ行って、
見てみること、そこから何かを発見するのじゃないのかな、と思います。
行けないというなら、いままで先輩たちの蓄積があるから、そういう蓄積
をとおして探ってみる。その探ることが一番大事な勉強じゃないかなと思い
ますね。だから、答えはすぐに出てこないから。何が答えなのかもわからな
い。だから、探ってみるということを真剣に考えてみる。まずそれが大事な
ことじゃないかなと思います。
○女子生徒 ありがとうございます。
○宮本俊 最初から完全を求めすぎるんだよね、日本人はね。だから、あま
り完全じゃなくていい。１０のうちの３つしかできない、１しかできないで全
然かまわない。そこから行こうよ。いま井原さんは、あんな生意気なことを
言っているけれど、最初に行ったときに、ごみの山が臭くて、汚くて、ハエ
だらけで入れなかった。
○井原 いや、入りましたよ。
○宮本俊 最後はね。それで、僕がざあっと入っていって、ごみを拾って、
こうやって写真を撮るじゃない。そうしたら、やっぱり写真を撮るというこ
とは特別な実は意味があるんだけどね、向こうの子たちは。やっぱりそれを
見て、これじゃあかんと、ぱっと飛び込んでいく。いや、飛び込んでくれる
だけ、とてもありがたい。ぱっと入ってくる。それなんだよね。汚いわ、臭
いわ、どうも嫌だなという、そうじゃない、一歩そこを越えてくれただけで、
もうすごいステップがいったな、と俺は思うのね。
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うん、だから、最初から完ぺきを求めなくていい。間違おうが、何だろう
がいい。方向だけ間違わなければいい。だから、思い悩むより行動してみる。
○伊藤 はい。ほかに何かありますか。もう一つ、二つ聞きたいことは。は
い、桃山学院高校の温井先生。
○温井 まず感想ですが、本当に今日来た生徒たちは得したと思うんですね。
できたら、全員に聞かせてやりたいぐらいの価値のある、討論で、また同じ
ような機会を持ちたいと思っているぐらいです。
それは感想なんですけれど、いろいろ聞いていて、僕は教員なんですけれ
ど、１０年後、２０年後に本当に希望を持っていいものかどうか。それは、希望
をするのは僕らだというあれはあるんです。希望するのは教育であり、いろ
いろなことがありますけれども、それぞれ個人でどのように思っておられる
か。例えば、彼らが就職をする。もうちょっと先でもいいと思うんですね。
いま、１５年後の私ということを彼らに書かせているわけです。そのイメージ
ね。１５年後にどうなっているかを描けと書かせているんですが、１５年後の世
界を、それぞれの立場から予測をしていただきたいと思います。
○藤森 １５年後ですか。
○温井 はい。それぞれのいままでの体験、または学問、いろいろな面で１５
年後はどうなっているのか。
○伊藤 考えていただいているあいだに、僕の描く１５年後を。このままでや
ると、おせっかい社会になっていくだろうなという気がしますね。例えば、
政府がいろいろなかっこうでお金を使いたい、大資本もお金を使って何かい
いかっこうをしたいというように、いろいろな福祉や、医療や、あるいは海
外の隅々まで、いろいろな資本がバックについたおせっかいがすごくたくさ
ん出てくる。それをどうやって享受するかというので、また人が差別化され
ていくし。そういう意味でどんどん息苦しい社会に、このままでいくとなっ
ていくのではないかと。
だから、そこを壊すようなシステムをつくらないといけないと思います。
金持ちで声の大きい人によって、社会が全部隅々までコントロールされてい
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て、一般の人々が、いる場所が実はどんどん少なくなっていく。自分らしく
生きていく場所がどんどん少なくなって、金持ちが、いろんなところからい
っぱい出てくるかもしれないけれど、自由に、自分たちらしく生きていける
人がどんどん少なくなっていく、そんな気がします。
では八星さんから。
○八星 １５年後ですか。私は３７歳。
○藤森 若い。
○八星 ちょっと、かなり想像ができないんですけれども。でも、やっぱり、
いまよく言われましたように、格差社会でしょうか。
○井原 そうですね。宮本さんの基調講演の中で、あなたたち若い世代が何
と言われていますかというので、フリーターや、ニートという言葉を言われ
たと思います。他にも無気力であるとか、規範意識が崩壊した、目的意識を
持っていない若者たちが増えているといわれることがあります。
その子たちが１５年後には国を支えていくようになると思うのですが、実際
にどうなのかなと思います。たしかに私は教育現場に居て、そう感じること
もあるのですが、実はそういう社会をつくっているのは、先ほど宮本さんが
言われましたけれど、私たちの世代ではないかと思います。ですから、大事
なことは今後もそういう子どもたちを増やすような社会をつくっていったの
ではいけないと思います。ただしこのままでいくと、一層進行していくと思
うのです。そして、バランス感覚を失った、お互いに足を引っぱりあうよう
な、そういう人たちが溢れる社会になっていくのではないかと思います。
そこで、それに歯止めをかけるには、私のキーワードの一つになっている、
他者との関係性ということをもう一度考えないといけないと思います。一部
では介護や、そういった弱者に対する、弱者という言い方に語弊があるかわ
かりませんが、そういうところに対しての温かい気持ちを持った若者たち、
他人と多く関わっていこうとする若者たちがたくさんいます。
しかし、その反面昨今の様々な事件を見ていると、他者や社会との関係性
がすごく希薄化した若者たちの姿を感じます。今後はそういう若者たちが一
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層顕著になって現れる社会になってくるのではないかなと思っています。
私がやっている活動は、そういう関係性をもう一度考え、築いていくこと
をめざしています。つまり、現在の日本社会というものを振り返って客観的
に評価してみる、そして、良い点は現在も過去も含めて良い評価をし、悪い
点は改善していくといった意識を持った人たちを、自分を含めてつくってい
くことが今後、世界の中での日本を保っていくうえで大事なことなのではな
いかと思います。ただし、私自身そんな大きなことはできないかもしれませ
んが、少しでも活動を通してできたらいいなと思っています。そうしないと、
いま言ったように関係性が完全に崩れてしまい、バランス感覚を失った、そ
んな社会に、このままいくとなるのではないかと私は思っています。まあ、
そういうことですね。
○伊藤 藤森さん、いかがですか。
○藤森 すみません。また私は何か、まじめでないわけではないのですよ。
単に私は消費者なだけです。私は、やはり文学系の論文を書くときにたくさ
ん読んだから、わかって、昔から人間の世界はろくでもないのですね。いま
起きているような犯罪や、よく新聞で、世の中がいかに悪くなったかと書い
てあるけれども、昔から悪い。親は子どもに殺されているし、子どもは親を
殺すし、男は女を殺すし、女がだいたい誰に殺されたか、亭主が殺す。これ
はろくでもない、昔からろくでもない。
それから、いま援助交際が問題になっていますけれど、昔から女の人は１５
歳、１６歳で、貧乏で頭の悪いやつは身体を売っていた。まったく昔から一緒
で、人間というのは愚かなのですね。愚かなのを自覚して、賢くなって、た
だそれが inch by inch（インチ・バイ・インチ）で、２．５センチぐらいしか賢
くならない。それでもまだましなほうという感じですよね。
全体の構想からいきますと、アメリカが衰退して中国が台頭していく。中
国が台頭するけれども、おそらく中国は三つぐらいに分裂していくだろう。
生活というのは、いまはまだ日本人は、はっきり言って、しっかりしなくて
も食べていけるような状況であるけれど、これからはもっともっと本当に必
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死で努力をしてこそ食べていけるような時代であるだろうと。
一見すると、本当にもっと努力するやつと努力しないやつ、賢いやつとば
かなやつ、たまたま頭が悪く生まれてしまったやつ、たまたま頭がよく生ま
れてしまったやつ、タフなやつ、タフでないやつ、どんどん格差は広がって
いくでしょう。しかし、それは世の中の実情ではありませんか。恐れること
などまったくないですよ、何も。何も恐れることはない。
しょせん、どの時代でも、個人は必死で頑張っているやつは頑張っている
し、負けていくやつは負けていったんですよ。本当に力のあるやつは弱いや
つを救っていってもいいけれど、基本的に私は弱い人間は負けて滅びていく
しかないと思っている。もし生きたいと思うなら、必死で頑張れと言うしか
ないですね、それは。そのときには政府も頼ってはいけないし、親きょうだ
いとかも。とりあえず自分の力を信じていくしかないと思っているのですよ。
基本的にはそうだと思っています。
ただし、構造的なものにはたくさんありますよ。しかし、基本的にはそう
いうことはそうなのだけれど、やはりみなさんは、自分個人はともかく自分
個人で支えて、どんな時代になっても生き残ろうと思わなければだめだって。
そのうえで、自分が幸せにならなければ、まわりのことなど幸せにできな
いのだから、School By School と言っている人も幸せだからやっているのだ
から、人間的に。私はそれほど他人に興味がないから、自分の快楽を追求し
ますけれども。だって、フィリピンでどんなに支援しても、フィリピン自身
が立たなければ、どうしようもないから。よその国の援助に頼っているうち
は、ずっとだめだから。
そういう気持ちがあるので、私がまずみなさんに言いたいのは、どんな時
代が来てもかまいやしないということです。とんでもない時代だったら、生
きがいがあると思わない？１５年後に私は７０歳近いと思う。ばばあだけれど、
必死で生きていると思う。年金はおりないと思う、本当に。それでも必死で
生きていると思う。その必死で生きている自分が、あっ、いいなあと思うと
思う。
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その必死で生きていることって、大切な責任だと思う。だから、私は世の
中が悪くなったとしても、あまり全然悲観的にならないのですよ。必死で生
きていけばいいと思う。必死で生きていった先に、のたれ死んだっていいじ
ゃんと思うのですよ。それはそれで、精一杯やったからいいと思う。だから、
あした死んでも悔いがないように、いまを生きている。そんなことが答えに
なるかと思うでしょうけれど、意外と答えになっているのですね。
○宮本孝二 温井先生が言われたのは、私たち一応教育というものに携わる
ので、どういう方向で若い人たちを育てるかという、けっこう重要な問題で
すけれども。仮に１７年前というと１９９０年です。僕は桃山に来て５年目でした
が、当時のゼミ生とけっこう今でも会うのですね。当時、彼らは２２歳でした
から、いまはもう４０歳近いのです。
だけど、それなりに、やっぱり頑張っているなと。それを見ていると、別
に私がいい教育をしたわけではないけれども、そんなにまずくはならないな
ということです。私はもともと楽観主義ですけれど。
例えば今日おられる八星さんは、桃高の国際コース１期生で、僕は願わく
ば、彼女が安藤優子みたいな、マスメディアで、声がいいからね。まあ、顔
もいいけれど。ぜひデビューして、桃高の名前をね、慶応ではなくて桃高出
身というのをアピールしてほしい。たぶんうちの桃山関係で女子アナは出て
いないと思うのですね。ぜひチャレンジをしてください、１５年後にですね。
井原先生は、たぶん藤ノ花の校長になってですね、いま高校の中では活動
がダウンとおっしゃっていましたけれど、そのときには世の中、まさに世界
にですね、日本とアジアをつなぐような若者を訓練する「虎の穴」のように
なっているのではないかと。「虎の穴」を知らないですかね。レスラーを鍛え
る秘密の訓練所ですけれども。
藤森先生は先ほどご自分でおっしゃったように、とんでもない年寄りにな
っている。あいかわらず若者にアメリカ文学など文化を紹介しながら。たぶ
ん桃大は、そのころ１７年先には定年が早くなるかもしれませんけれど、７０歳
まで元気ならね、藤森先生の活発なあれで、子どもらに向かって、叱咤し続
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け、生き延びられれば、定年を無事に迎えるころには、桃高からも沢山入学
して国際教養学部も栄えていると思います。
私はたぶん殺されると思うのですよ。何か嫌な話ですよ。私、実は独り者
ですけれど、独りで一軒家に住んでいるのですね。そうすると夜、近所には
不穏な若者も増えているのですよ。私は注意をする癖があって、以前、たば
こを吸っている中学生に注意して殴られましたでしょう。夜、走っているよ
うなやつにも、比較的出ていくのですね、はたからはやめろと言われるのに。
そうすると、何となく１５年後にはみなさんとはもう逢えないのでは。
宮本さんですけれど、今日は残念ながら宮本さんはご自分の活動について
自慢されなかった。すごい活動なのです。私はホームページを見てきたので
すが、すごい謙遜家です。本当は宮本さんの活動の話を聞くと、びっくりす
ると思うのですが。CIWESTのＣはセンターでＩはインターナショナルで、
Ｗはウエルフェアーですね。Ｅはエンタープライズ、Ｓはスキル、そしてＴ
はテクノロジーなのですよ。そこに僕はすごい志を見たのですね。
ただ、福祉、かわいそう、人のためということだけではなくて、八星さん
が最初に言ったように、自分のため、人のため、社会のためということの総
合的な。でも僕たちのような教員は、藤森先生も、「口説の徒」ですからね。
しゃべることはしゃべるけれども、何もしていませんから、ごめんなさい。
だけど、こういう上のお二方のような活動をしたり、ソーシャルエンター
プライズ、社会的企業というけれども、関学が来年から、そういう学科を人
間福祉学部で始めるので、もし希望する方は、ぜひ行ったらいいと思います
けれども。
そういう意味では、宮本さんはそのころ７５歳ぐらいだけれど、すさまじい、
もしお元気でおられたらですけれど、活動的な老人ということになっている
と思うのですよ。
宮本さんに本当にね、本当にもっとCIWESTの話が聞きたかったのですよ。
これは自慢していいことなので、ですから最後にこの話をしていただきたい
と思います。
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○宮本俊 最後のところで振られましたね。ただ、相当の思い違いがあるの
ではないかと思うのですけれど。
まず情報の変ぼうというものについて、私の独断的な予測を言わせていた
だくと、個人がどうかという意味では、藤森先生とほとんど同じですね。状
況がどうあってもやっているという、そのあたりはほとんど同じです。
ただ、状況がどうあってもという、この状況がどうなるかわからない、状
況はどのように進化するのか。情報の変動は、大混乱の終焉期だなという感
じはしていますね。大混乱の終焉期。先ほどいろいろ経済、社会的な問題、
国際関係は非常に端折りましたけれど、いろいろな切り口で先ほど申しあげ
ましたので、あのあたりがその中間で顕在化しますね。
死なないよというけど、死にますよ、早い話。いま日本の食糧自給率は３０％
台ですね。たまたまドルにぶらさがって、円が相対的に高いように見えます
けれど、実は円が安くなるよりドルが早く安くなって行くようになっている
ということだけなのです。その証拠に、対外的な通貨の交換レートをよく見
ていただくとわかります。オーストラリアンドルでもけっこうしますしね。
その他、南東アジアの、それぞれの交換レートをチェックしてもわかります。
簡単な話、このように考えましょうか。いま日本の国債はアフリカのボツ
ワナ並みです。ボツワナがどこにあるか、ご存じないでしょう。それぐらい
の信用力しかないのです、日本の国債は。
国債発行というのは簡単に言うと、手形を発行してお金を借りる。それが
先ほど言った、地方債でいいますと、おおむね１千兆円に届いてしまうでし
ょう。単純に言ったら、これは４０年、１円も債入を今後しないとしても４０年
かかる。要するに返済が不可能なのです。そこまできた国です。
いま金利を高く振られなければ、売れないのです。市場金利を１パーセン
トを上げたら１千兆円の１パーセントですから、いくらですか。歳出は８０兆
円ぐらいでしょう。それにまたプラス１０兆円の金利を負うための赤字国債を
発行する。こういう金利が金利を生むという状態になるのですね。いつとい
ったら、すぐです。よく新聞を見ておいてください。必ずそうなる。それが
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私が申しあげた２０１１年近辺ということでないにしても、１５年後、向こう１５年
までに必ず起きる。
死人が出ない？ いや、出る。絶対に出る。先ほど申しあげたでしょう。
食糧自給率がありましたね。ある特別の産業部門の育成のためにはEPAを締
結しても、そこの産業というか、日本のけん引役をさせなければいけない。
こういうことで、ほかの部門を犠牲にしていますね。切り離していますね。
例えば、農業だとか。
では、たまたま何らかの事情で、例えば、中国がバブルでバンといった。
アメリカが、どうも詳細に検討をしてみたら、サブプライムが世界中に与え
た損害が何十兆ドルだったとかね。実はもっとありますよ。恐ろしいほどね。
サブプライムが４年ぐらいで出ているわけだから、必ず出てくる。やってき
ましたね。まだたくさんあります、火種は。多くある。
それで円が２５０円になる。もっと平たく言いますと、いまはだいたい１１０円、
それが２２０円になりました、輸入するものは倍ですよ。単純に言って２倍、倍
のお金がいります。それだけお金があるのですか、いまのところ。
ですから、お金の調達をしたいと赤字国債を発行しても誰も買わない。国
民に押し付けるだけ。小額の国債が買えますよ、と一生懸命にやりますね。
金融機関に押しつける。それ以外にない。この事態がないわけはないのです。
これが向こう１５年のあいだに、みなさんの直面する事態です。
いいですか、南東にバナナがなっている。マンゴーもある。日本ではなっ
ていないです。日本は、それを採って食べたら生きていけるという国ではな
いのですよ。冬は寒いし、木枯らしが吹いていたり。経済の構造のどこかに
位置することでしか、私たちは生きていけない。自分のところに田んぼや畑
を持っている人なんて、いないでしょう。日本の国土そのものの扶養能力は、
おおむね７千万人ぐらいしか養えないのです。空き地を全部耕しても。
これはもし戦前のご記憶がある方がおみえでしたら、ぜひ思い出していた
だきたい。ありとあらゆるところを耕しても、やはりみんな飢えた。これは
なぜ飢えたかというと、潜水艦、飛行機なりで日本国が封鎖されましてね。
桃山学院大学人間科学 No. 35
－４３６－
大陸間の貿易、これらが全部絶たれた。これは武力的な面でやられた。経済
的な面でぱっととまったら、どうしますか。ある試算によると、半年間で５
千万人が死ぬそうです。ある試算でね。いや、そんなことはあるまいという
ので、カモフラージュしていければ、それも一つの方法でしょうけど。
では、その事態がきても、あなた方は生きているか。あなた方というと、
誰か先ほど言われたのですが、やはり社会を担っていく、われわれがぼろぼ
ろにしたものをね。けれども、そのときにあなた方がどれだけ力をつけて、
どれだけね。
いまの社会は、一側面でしか考えられないところでしょう。もっと多側面
で考えていって、正解を導き出すだけのセンスが、少なくともこれから必要
です。それがあれば終えん期でないかもしれない。もう少し手前で解決され
ているかもしれない。そういう期待感が、実はものすごく私にはあります。
だから、個人的に言わせてもらうと、こういう機会というのはとてもありが
たい。
ただ、ほとんどの日本人が生きてはいけないのですよ。お金がない日本人
です。金がない日本と同じ意味で、お金のない日本人として、ほって置かれ
る。三日や、五日はこじきをやっても食べていけますわ。まっとうな生き方
がそこでできますか。できると答える人は、まずいないから。
先ほど言ったように、日本ほど無資源な国はないです。何も採れない。石
油もないし、鉄鉱石でさえ採れない。質の悪いものはありますがね、石炭な
どは。だから、それらを全部輸入しなければいけない。それがなかったら、
もちろん車も走らないけれど、車そのものをつくれない。こういう危険があ
るところでね。
たぶんこの中の大半が輸入なのです。この建築材料も。直接でも、間接で
も。たぶん着られない。綿なんか、日本は採れもしない。化繊だと。化繊な
ら、石油がなければできないでしょう。冬で麻を着ている人はいない。
そのときに、僕は経済クラッシュすると思う。クラッシュに向かっていま
すから。あなたたちは生きているか。僕は生きていける。アメリカへ行こう、
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ヨーロッパへ行こう、アジアでも、どこでも行こう。僕は生きている。
生きている僕が言っているのですよ、あなた方ね、生きられるように、だ
から頑張れよと。だから、絶対に力をつけろ、能力をつけろ、それでサバイ
バルをぜひ。私自身、その行動のきっかけにしてもらえたら、こんないいこ
とはないと思います。
○藤森 はい、ちょっとそれに関連して。最近、私が思うことで、これは楽
観的とも、悲観的とも言えないことですけれど、最近の２５歳以下の日本人を
見ていると物欲がない、食べものを、あまり食べない。着るものも、どこか
の古着屋に行って安いものを着ている。物欲がないのですよ。私のように物
欲の塊でないのですね。あれが欲しい、これが欲しいというものでないので
すね。わりと全然欲がない。
これを、例えば大前研一さんのようなグローバリスト、ジャパンハンドラ
ーのグローバリストも私はけっこう嫌いではないけれど、あの人などに言わ
せると、日本人の若い世代の物欲のなさ、欲のなさというものは、日本の経
済発展に非常に足かせ、手かせになる。若い、一番使わなければいけないよ
うな、一番金が欲しいような、一番欲望に燃えている世代が、これだけ欲望
がないと、いろいろな意味で、これは国力の衰退の証拠ではないか、と言っ
ていらっしゃるのですが。
私自身は、やはり宮本さんのおっしゃるように、これから厳しくなるのは
事実だろうと。おそらく日本のGNPは３０位ぐらいに下がるだろう。そのとき
に、いまの若い人たちは、それに備えてすでに身体が反応しているのかなと
思うときがあるのですね。
さらに私が言いたいのは、そのときにも日本という国のプレゼンスを高め
ていくためには、別にプレゼンスなどなくてもいいと言うかもしれないけれ
ど、いや、人間というのは、やはり生きていくうえでは主張をしなければい
けないのですよ。何もないというわけにはいかない。やはりアメリカ映画の
中でこけにされるみたいな、プレゼンスを持たなければいけない。
そのときに経済力だけではないような、日本として、日本人として訴えて
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いくような何かを持てるのかなと。そちらのほうが、だから、おそらく私は、
これから産業技術の発展で、いろいろな技術が発明されていき、わりかし、
ひょっとしたら食料危機や、石油の枯渇といったことが解決できるような気
もしてくるのですよ。
ただ、そこでも、それでもなおかつ問題なのは、日本人として精神が立っ
ていけるのかですね。いまのスイスはものすごくせこい国だけれど、したた
かな国ですよね。しかし、大麻を解禁しているから、公園で昼間から若い子
たちがぼけっと大麻を吸っていますよ。べつに大麻は身体のために全然悪く
ないけれど、そうやってしか時間を過ごすことができないような豊かさは何
だろうなと思うのです。
だから、いまの若い人たちは物欲がないというのは、それはそれで、例え
ば School By Schoolでも、私には考えられないような志を持っているような
八星さんたちがいる。でも私が高校時代に、そんなことを絶対思いもしなか
った。まあ死んでもいいじゃない、べつにという、そういう感じですよ。べ
つに、そんなものですよ。
だから、そういう人が出てくるというのは、一つの新しい日本人の在り方
なのかなという気もしないではないです。物欲がなくて、しかもすごくいま
の若い子は気持ちが優しいのです。私がパア～ンときついことを言ったぐら
いで、すごく傷つくのですよ。精神的に弱い子にはとてもきついと思うと。
べつにそんなことは、どうでもいいじゃないと思うようなことを、ものす
ごくナイーブに気にするのですね。その優しさは私にはないけれど、この優
しさがやはり未来の日本人の、ある種の気持ちの、何か私には違った世代が
生まれつつあるなと、それに希望をかけたいと。でも、私は口の悪い、心の
冷たい、欲望にかられて動く、ばばあで生きていきたいと思います。宮本さ
んのおっしゃるとおりで。どうもありがとうございます。
○伊藤 僕はいま社会福祉学科の教員をしています。社会福祉の専門職を養
成しているのと、それから国際社会福祉、まさにこういう科目を担当してい
たこともありました。
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でも、今日のお話に刺激された面もあるのですけれども、ハイエナ根性は
やめたいなと思っているのですね。つまり、弱い人を助けることに「寄生」
して、自分の私腹を肥やしたりすること。それから、あの人たちより自分が
優れているから何とかしてあげるという人。自分たちより弱い人がいて、そ
の人のために何とかしている自分が美しいと思ったりするような人。そうい
うハイエナ根性を持った福祉の専門家は育てたくないと思いながら、いまこ
うやっています。
先ほどお話ししたように、僕は医療現場にいることが多いのですが、病院、
福祉といったものは、あまりいい産業ではない。あれが対象者としている、
いわゆる弱者とか、病気の人とかいますけれども、あの人たちは商品になっ
てしまっているのです。そういうものに「寄生」しないで、なおかつ世界市
民として当事者性を持ちながら、他者と共存をしながら、といったことを身
につけていくことは本当に大変だと思います。
それと今日、みなさん『世界市民の光と影』というタイトルを見たときに、
自分たちが生活をしているうえに、国際性を身につけて世界市民になりまし
ょうというような、プラスアルファの何かを期待していらっしゃった方も多
いと思います。
それから、どうやったら世界市民のように素晴らしい人になれるのかとい
う思いでいらした方もいらっしゃると思います。でも今日のお話は、実は世
界市民がいかにグロテスクであるかということかもしれません。私たちが生
きていくときに無理やり世界市民に巻き込んでおいて、しかも搾取し搾取さ
れているような現状や、いろいろなことが見えてきたのではないでしょうか。
実は世界市民というのはかっこうよくもないし、美しくもないし、スマー
トでもない。何人かの方たちの言葉を使えば、必死に生きていかなければい
けない僕たちが、今後、直面しなくてはいけない単なる現実なのかもしれな
いなという気がします。それを今日のみなさんの討議の時間の中から、少し
でも感じられたらいいなという気がしています。
最後にひとことずつ、ここにいらっしゃる方たち、もしくは一緒に並んで
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座っている人たちに向けて発する言葉、今日みなさんにお土産に持っていっ
てもらいたいような言葉を、ひとことずつ発していただけますか。
○宮本俊 特に男性、なよなよするなよ。ぜひ強くなって欲しい。男の証明、
あなた方が一番いい、女でなかったら強くなれ。女性はそのままでいいよ、
そのぶん強くなってほしいと思いますね。強さというのは、腕力や金力では
ないです。口はばったいですけれど、一例だけちょっと。
私は、日本ではとても貧乏なのですよ。過去１０年間、中古の車を２回乗り
換えた。それ以上のお金がない。いま私のすべての預金が３０万円ぐらいです。
収入はどうかというと、人の５、６倍はある。しかしそれがすぐ出ていって
しまう。私は蓄積する気がない。１年ぐらいで一瞬に。
何もなし。零細な組合の理事長をやってます。べつにあしたを悩んでいま
せん。個人の問題ですよね。それは自信があります。
同時にいまフィリピン国内でやっているバイオディーゼルプロジェクトで
すね。これはもう何千、何万ヘクタールの土地に対してバイオディーゼルプ
ラントを、これは油ヤシですけれどね。これをできる限り日本のクライアン
トがつけるように、実はいま画策をしている最中です。これは、やはり貧困
な農民に対しての、ひとつ支えになればな。同時に温暖化に多少でも貢献で
きればなと。
なぜかといいますと、先ほどトウモロコシの話が出たのですが、食料と競
合しない油ヤシ。こんな斜面で、トラックでも、誰も来ないプラントですね。
いままで全然使わなかった土地でもだいじょうぶ。そういう位置にいるから、
これをぜひものにしたいな。インドの南部でも、同時に進行しています。こ
れを何とか、ものにしよう。
それから、先ほど控え室の中でも言いましたけれど、ごみの資源化。ごみ
そのものを自己活用させて、未来永劫ぐるぐる回るようなね。そのようなも
のをつくりたいなと始めたプラントが、来年には立ち上がります。
だいたい１プラントで１０億円ほどのプラントですけれど、１千３００くらい、
実数はありますので、相当大きなプラントです。いろいろなゼネコンさん、
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商社さんがプロジェクトを欲しくて来ますけれど、僕はそういう人と全然関
係ないのですよ。
そのような自信で生きている。僕はベンツにも乗らないし、政治家にもな
らないし、人気取りのいい評価もまったく欲しくないですから。まあ、こん
なじじいですからね。
ただ、これによって信を置いてくれた、まわりの人がね。たくさんの農民
や、いろいろな大手の企業や、どこが一所懸命やってくれたかなということ
を見ている。あいつは人を裏切らない、あいつは言ったらやる。どんな交渉
でも絶対折れませんから。そういうものを、特に男性に持って欲しいと思い
ます。
１５年後に生きているかというと、わからない。身体が、がたがたですから
ね。岡田先生のような、ああいう人に殴られすぎましたね。首の骨と腰の骨
がいかれて、内臓もだいぶ悪い。したがって、１５年生きるかどうかわからな
いけれど、生きていても、生きていなくても、一線にはいません。そのとき
には、あなた方が一線にいる。
そういう意味で、あなたがたが必要になってくる。そのためには見る、聞
く、そこから始めよう、知ることから始めようや。まず日本から始めよう。
なかなか。はい、もう一人。
○宮本孝二 はい。あの、今日は誰も来ていただけなかったらどうしようか
と思っていたのですが、桃高のみなさんに来ていただきましたし、また社会
人聴講生で、うちで、大学で聞いてくださっている方も来られていますしね。
いろいろな方に来ていただいて、本当にありがとうございます。
今、桃高は、桃中もすごい人気なのですよ。桃中、桃高がどんどんよくな
って、桃大などどうでもいいやというぐらいになるレベルまで、どんどんい
って欲しいですよ。私は、今日は本当に１期生の方の話も聞いて、みなさん
聞いてくださって、残ってくださって、本当に心の底からうれしいです。つ
まり、桃高、桃中、そして桃大も含めて、ますます、ちょっと狭い、グロー
バルな世界市民としては情けないのですが、せめて桃大ね。いまの学長の言
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うオール桃山ですけれども、ますます繁栄することを祈念して御礼の言葉に
代えさせていただきます。
○藤森 すいません。私はとても自分勝手な人間なので、あまり名文句も考
えていません。はっきり申しあげれば、自分自身の幸せのために桃大が発展
してくれればいいと思っています。
結局、みなさんの人生は、みなさん以外には責任を取れないので、みなさ
ん自身で、みなさんの人生を幸せにするしかないから、基本的には自分がや
っていて楽しいことしか絶対にやってはいけないということです。
私自身は、いままで生きてきて悔いがないのは、自分の嫌いなことをやら
なかったから、嫌いなやつとは仲よくならなかったから。だから、もう全然
悩みがないです。あした死んでも後悔ないです。その代わり、いろいろな苦
労をしたかもしれません。でも、どうでもいいです。だから、基本的には自
分の人生ぐらいは責任を取ってくださいということですね。
先ほど宮本さんが、男性は男になれとおっしゃっていましたが、私が女性
に言いたいことは、そういう男を評価できるような、変な計算をしない女の
人になってもらいたいと、こういうことですね。金で動くな、虚栄心で動く
な、男の色香で男を選ぶみたいな女にならなければだめだと。
そのためには、自分で稼げるようになれば、男に依存しないですむから、
恋愛結婚をしようと思ったら、本当にいい男を選びたいと思ったら、いざと
なったら自分で食べていけるという気持ちでなければいけないということを
言いたいです、はい。
○井原 先週、私は愛知県の私学協会の研修会がありましてね。国語科部会
に出たのですが、その中で講師の先生がみえて、コーチングという言葉をテ
ーマに、話をされたのです。その第一声が、生徒をほめてあげてくださいと
いうわけです。私の考えは、簡単に生徒をほめてはだめだと思うのです。ま
ず教員は生徒に恥をかかせる。恥をかかせるとはどういうことかといえば、
自分はできないのだということを知らせないと、そこから努力はしないと思
うのです。
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だから、あなたたちは恥をかかせてくれる先生に感謝しないといけない。
それを乗り越えてやる。生徒が乗り越えていったときが、われわれ教員は喜
びなのです。だから、学校で先生があなたたちをほめるときは乗り越えたと
きでしょうね。だから、よく私はほめられて伸びるタイプというけれど、ほ
めて伸びることなどない。恥をどんどんかかされて、若いときはどんどん恥
をかいて下さい、また恥をかきに、いろいろな場にも行って下さい。
例えばフィリピンに行って生活ができるかというと、生活できません。な
ぜなら言葉は通じません。文化も、習慣も全部違うのです。そんななかで、
私は何もできないのだ、恥ずかしいな、ではどうすればここで生きられるか
なと考えるようになると思います。
日本でも同じように、そういう気持ちを持って欲しいし、そういう教育を
する必要があると思います。たぶんこういう場を開いてくれているというこ
とは、桃山学院さんは、そういうことをみなさんに伝えたいのではないかと
思います。
今日、私もこんな素晴らしい先生方と一緒に話をさせてもらっていますの
で、恥をかいています。恥をかきながら、あっ、勉強をしないといけないな
と思っています。みなさんも大いに恥をかいて、自分の愚かさを知って、み
んなでまた頑張っていって欲しいなと思います。ありがとうございました。
○八星 単なる一学生なので、たいしたことは言えないのですけれども、今
日来ている多くの高校生の方にメッセージですけれども、今日いろいろなお
話を聞いてフィリピンのことがわかったと思うのですけれども、それで「ふ
うん」で終わらないで欲しいなと思います。
いろいろお話を聞いたうえで、まず考えてください。考えて、それを自分
でいろいろな話があったなかで見極めて、では自分はこれからどうやって進
んでいけばいいのかな、ということを考えるきっかけにして欲しいなと思い
ます。ありがとうございました。
○伊藤 ありがとうございました。最後に私からひとこと申しあげたいのは、
今日聞いた話に納得しないでください。あっ、いい話を聞いた、これでいこ
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うと思ったら、みなさん今日の話から全然それてしまっています。だから、
今日の話は嘘かもしれない。絶対に信用できないかもしれない。本当にこれ
でいいか、自分で検討しなくてはいけない、という気持ちでお家に帰ってい
ただければなと思います。
どうもみなさん、長い時間ありがとうございました。
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閉会の挨拶
大阪府立大学の乾でございます。桃山学院大学、大阪府立大学を、まずみ
なさんの進路の候補にしていただきたいと思います。今日は長いあいだ、パ
ネリストのみなさん、それから聴衆のみなさま、どうもありがとうございま
した。
この「堺・南大阪地域学」、なぜ南大阪地域学で「世界市民」というテーマ
なのか。ひょっとしたらみなさんは忘れておられるのではないかと。「地域学」
の一環であるということを忘れておられるのではないかと思うぐらいに、地
域というものが見えなくなってきているのではないか。
ただ、人間が見えないものは、世界は見ることができるのです。見えない
ものは二つ、それは自分の顔と自分の立っている足元です。それだけは絶対
に見えない、自分だけでは。足の裏にある地面は絶対に見られない。自分の
顔も見えない。それがどういうものであるかということ、これを考えるのが、
われわれが考えた「地域学」というものです。
たまたま大阪府立大学が堺市にありますので、堺地域がある。それから、
それが南大阪の中心であるということで、「堺・南大阪地域学」という名前を
付けました。しかし、われわれが求めているのは、どこの地域に行っても、
その地域で役に立つ、何かができる、そういう人間、まさに今日おっしゃっ
ていただいた世界市民というのが、地域学ということ、地域というものがは
っきりとわかる人間でなければいけないと、そのような考えであります。し
たがいまして、堺で、あっ、堺でないな、ここは。ここは大阪ですが、堺市
で一所懸命に堺市のために働くのも、やはり世界市民だろうと思います。
その点で、私の専門は日本語です。言語学をやっていて、日本語というの
は自分が最初に気づいた一番ハンディキャップのある言語です。それを、自
分は普段何気なく使っているから却ってわからない。ですから、自分のいま
立っている位置ということを、しっかりとみなさん、若いときに見つめてい
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ただいて、自分というものを見つめていただいて、それが何らかの役に立つ
ようになっていただければと思います。
先ほど藤森さんがおっしゃったけれど、健康と余裕がなければ人のために
働けない。私もここ数年、腰痛で立てないので、電車で席を譲るのもやめま
した。それまでは必ず席を譲っていた。ということもあるので、みなさん、
これから健康に気をつけて、自分の足元をしっかりと見ていただければと思
います。
最後になりましたけれども、桃山学院大学、それから桃山学院高等学校の
みなさん、本当に今日は素晴らしいシンポジウムを開催していただきました。
心からお礼を申しあげます。どうもありがとうございました。
（大阪府立大学 乾 善彦）
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